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▲幌延小学校新１年生

▲問寒別小学校新１年生

（平成26年）
2014

議会だより第77号（8ページ）
後期高齢者医療制度のお知らせ
こころの健康相談のお知らせ
特定健診（メタボリック健診）のお知らせ
介護予防教室の協力員さんを募集します
脳ドックを実施します
H26年度から個人住民税の均等割額が
変わります
愛犬の登録はお済みですか？
水道に関するお知らせ
幌延町鳥獣被害防止計画を策定しました
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幌
延
町
議
会
定
例
会
が
３
月

11
日
〜
17
日
の
日
程
で
開
催
さ

れ
、
議
案
１
号
〜
議
案
29
号
の

条
例
の
改
廃
や
制
定
、
平
成
26

年
度
予
算
ま
で
の
す
べ
て
の
審

議
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

北緯45度のまち
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編集 議会報発行特別委員会
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第２回幌延町議会定例会
平成26年度各会計予算審査特別委員会
一般質問
第１回幌延町議会臨時会
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
総務文教・産業厚生両常任委員会
行政報告・編集後記
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幌
延
町
議
会

定
例
会

第２回

３月11日　　
　～3月17日

（
抜
粋
）

《
総
務
費
》

　
　
　
　 

国
は
職
員
の
住
居
手

当
を
廃
止
の
方
針
だ
が
、
町
と

し
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　 

町
の
職
員
に
将

来
と
も
定
住
し
て
ほ
し
い
と
の

趣
旨
か
ら
過
去
に
２
千
５
百
円

か
ら
５
千
円
に
増
額
し
た
経
緯

が
あ
り
、
現
在
こ
れ
を
廃
止
、

又
は
減
額
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
　
　 

深
地
層
研
究
等
広
報

事
業
で
の
広
報
イ
ベ
ン
ト
開
催

費
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　「
ゆ
め
地
創

館
」
で
の
工
作
実
験
教
室
の
開

催
を
計
画
し
て
お
り
、
委
託
開

催
３
回
と
自
前
開
催
３
回
の
合

計
６
回
を
計
画
。
深
地
層
で
の

研
究
内
容
を
理
解
し
て
頂
く
た

め
に
も
、
広
く
町
内
外
に
広
報

案
内
を
し
て
行
き
た
い
。

　
　
　
　 

今
年
度
の
景
観
整
備

事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　「
下
沼
母
と
子

の
家
」、「
寿
の
家
」
と
旧
校
舎

の
渡
り
廊
下
部
分
を
、
地
域
住

民
要
望
が
あ
り
解
体
す
る
。

　
　
　
　
　 

町
史
記
録
映
像
作

成
費
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　
平
成
30
年

の
「
開
基
百
二
十
年
」
に
向
け

て
今
年
度
よ
り
５
ケ
年
で
町
の

風
景
、
行
事
等
を
記
録
映
像
と

し
て
撮
り
た
め
て
行
く
。

《
民
生
費
》

　
　
　
　 

臨
時
福
祉
給
付
金
支

援
事
業
と
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
支
給
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　 

今
年
４
月

か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
際

し
、
影
響
の
大
き
い
低
所
得
者

や
高
齢
者
に
配
慮
す
る
た
め
に
、

消
費
税
率
８
％
期
間
の
１
年
６

ケ
月
分
の
食
料
費
を
支
援
す
る
。

対
象
は
町
民
非
課
税
者
と
そ
の

扶
養
者
で
、
１
人
当
た
り
１
万

円
が
給
付
さ
れ
る
。

　
加
え
て
高
齢
基
礎
年
金
等
の

受
給
者
に
は
１
人
当
た
り
５
千

円
が
加
算
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
は
臨
時
福
祉
給
付
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
以
外
の
児

童
１
人
当
た
り
１
万
円
が
給
付

さ
れ
る
。
対
象
は
児
童
手
当
受

給
児
童
の
中
学
校
終
了
ま
で
。

　
　
　
　 

子
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
で
の
負
担
金
増
額

の
要
因
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　 

遠
別
・
天

塩
・
幌
延
が
３
町
で
合
同
設
置

平成26年度各会計予算

総額61億3,367万8千円総額61億3,367万8千円61億3,367万8千円総額
一般会計　50億4,400万円

～斉賀弘孝氏を予算審査特別委員長に選任し、平成26年３月12～13日の審査の結果、原案どおり可決しました～

審
議
内
容

審
議
内
容

し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
だ
が
、
近

年
利
用
対
象
児
童
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
を

考
慮
し
て
職
員
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
現
在
の
４
名
か
ら
７

名
体
制
と
し
た
。

《
農
林
水
産
費
》

　
　
　
　 

幌
延
町
地
図
情
報
更

新
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
現
在
使
用
し
て

い
る
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更

新
と
修
正
事
業
で
、
町
内
全
域

の
航
空
写
真
（
５
千
分
の
１
）

を
撮
影
。
現
在
の
地
形
や
地
上

物
の
変
化
に
対
応
し
て
行
く
。

３
ヶ
年
で
完
成
予
定
。

《
商
工
費
》

　
　
　
　 

ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場

の
単
純
な
草
刈
り
、
雑
草
処
理

な
ど
は
外
注
で
処
理
出
来
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　
夏
場
の
雑
草

処
理
に
は
確
か
に
苦
労
し
て
い

る
。
施
設
内
の
環
境
整
備
も
大

切
な
の
で
、
出
来
る
範
囲
で
検

討
し
対
応
し
て
行
き
た
い
。

《
土
木
費
》

　
　
　
　 

町
道
新
設
改
良
工
事

計
画
の
進
捗
状
況
と
、「
ふ
れ
あ

い
の
館
」
解
体
跡
地
の
整
備
予

定
は
。

　
　
　
　
　
　
国
の
補
助
金
や

過
疎
債
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら

の
事
業
な
の
で
、
現
時
点
で
は

当
初
の
予
定
よ
り
３
年
程
度
遅

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　「
ふ
る
さ
と
の

森
森
林
公
園
」
改
修
事
業
で
解

体
さ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
館
」

の
跡
地
整
備
は
、
今
後
活
用
計

画
を
立
て
て
、
来
年
度
の
予
算

に
反
映
し
て
行
き
た
い
。

《
消
防
費
》

　
　
　
　 

防
災
関
係
で
の
救
援

備
品
購
入
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
消
耗
品
費
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
購
入
予

定
。
そ
の
他
、
問
寒
別
地
区
に
発

電
機
・
非
常
食
・
毛
布
・
保
存

用
飲
料
水
な
ど
を
備
え
た
い
。

　
現
在
、
こ
れ
ら
の
備
蓄
計
画

を
作
成
中
。

《
総
括
》

　
　
　
　 

近
年
に
な
り
、
か
な

り
大
き
な
余
剰
資
金
を
備
荒
資

金
組
合
な
ど
に
積
立
運
用
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
は
段
々
と
進
む
高
齢
化

に
対
応
す
る
、
福
祉
政
策
の
強

化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　 

私
も
就
任
以
来
、
状

況
に
応
じ
て
こ
ざ
く
ら
荘
の
増

築
な
ど
に
取
り
組
ん
で
来
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
福
祉
事
業

を
充
実
さ
せ
る
事
に
よ
る
、
介

護
保
険
料
の
上
昇
が
問
題
。

　
ヘ
ル
パ
ー
事
業
な
ど
の
増
員
が

必
要
で
あ
れ
ば
強
化
し
て
行
く
。

　
　
　
　
　 

独
居
老
人
見
守
り

対
策
や
高
齢
者
健
康
診
断
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
告
知
端
末
機
の
活

用
を
考
え
て
は
。

　
　
　
　 

方
法
論
と
し
て
は
色
々

考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、
診
療

所
の
体
制
な
ど
現
状
を
考
え
る

と
難
し
い
と
思
う
。
し
か
し
今
後
、

幅
広
く
検
討
し
て
い
く
事
も
必

要
と
思
う
。

町
立
診
療
所
特
別
会
計

　
　
　
　 

平
成
26
年
度
の
不
採

算
病
院
補
助
金
予
定
額
は
。

　
　
　
　
　
　 

地
方
交
付
税
で

算
入
さ
れ
る
金
額
は
２
千
３
百

99
万
７
千
円
の
予
定
。

《
総
括
》

　
　
　
　 

現
在
、
看
護
師
を
始

め
と
す
る
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
は

規
定
に
達
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　 

診
療
所
に
な
り
、

看
護
師
の
配
置
基
準
は
無
い
が
、

今
は
充
足
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

清
掃
員
、
管
理
栄
養
士
、
厨
房

員
が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　 

今
後
、
訪
問
看
護
事

業
な
ど
を
検
討
出
来
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　 

今
は
医
師
１
名
体

制
で
問
寒
別
診
療
所
、
北
星
園
、

こ
ざ
く
ら
荘
と
週
に
３
か
所
の

往
診
を
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上

と
な
る
と
か
な
り
難
し
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

《
総
括
》

　
　
　
　 

北
海
道
の
中
で
も
高

い
と
言
わ
れ
る
保
険
料
と
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
ど
う
思

う
か
。

　
　
　
　 

こ
ざ
く
ら
荘
の
定
員

を
も
う
10
名
程
度
増
や
し
た
い

と
思
う
が
、
保
険
料
に
跳
ね
返

る
の
で
、
苦
慮
し
て
い
る
。
町

民
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
、
基

本
的
に
は
「
福
祉
会
」
の
考
え

方
を
尊
重
し
、
検
討
し
て
行
き

た
い
。

　
　
　
　 

介
護
施
設
入
居
規
定

改
正
で
は
介
護
度
３
以
上
の
者

が
対
象
と
な
り
、
認
定
度
数
の

低
い
人
達
が
取
り
残
さ
れ
る
心

配
が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　 

地
方
の
施
設
に

関
し
て
は
地
域
事
情
も
考
慮
し

て
、
多
少
な
り
と
も
規
定
緩
和

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、
当
然
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
現
状
以
上
の
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
と
な
る
と
、
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
が
こ
の
地
域
で
は
難

し
い
の
が
実
情
。

　
し
か
し
、
今
後
こ
れ
ら
の
事

を
踏
ま
え
て
検
討
、
拡
大
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　 

介
護
福
祉
の
先
進
地

へ
職
員
を
視
察
研
修
さ
せ
る
べ

き
で
は
。

　
　
　
　 

必
要
に
応
じ
て
介
護

施
設
等
に
職
員
を
派
遣
し
、
視

察
研
修
を
出
来
れ
ば
さ
せ
た
い

と
思
う
。

特
別
会
計

特
別
会
計

ほろのべ議会だより 第77号　② ほろのべ議会だより 第77号　①
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澤
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健
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Ｇ
主
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《
総
務
費
》

　
　
　
　 

国
は
職
員
の
住
居
手

当
を
廃
止
の
方
針
だ
が
、
町
と

し
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　 

町
の
職
員
に
将

来
と
も
定
住
し
て
ほ
し
い
と
の
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旨
か
ら
過
去
に
２
千
５
百
円

か
ら
５
千
円
に
増
額
し
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経
緯

が
あ
り
、
現
在
こ
れ
を
廃
止
、

又
は
減
額
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
　
　 

深
地
層
研
究
等
広
報

事
業
で
の
広
報
イ
ベ
ン
ト
開
催

費
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　「
ゆ
め
地
創

館
」
で
の
工
作
実
験
教
室
の
開

催
を
計
画
し
て
お
り
、
委
託
開

催
３
回
と
自
前
開
催
３
回
の
合

計
６
回
を
計
画
。
深
地
層
で
の

研
究
内
容
を
理
解
し
て
頂
く
た

め
に
も
、
広
く
町
内
外
に
広
報

案
内
を
し
て
行
き
た
い
。

　
　
　
　 

今
年
度
の
景
観
整
備

事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　「
下
沼
母
と
子

の
家
」、「
寿
の
家
」
と
旧
校
舎

の
渡
り
廊
下
部
分
を
、
地
域
住

民
要
望
が
あ
り
解
体
す
る
。

　
　
　
　
　 

町
史
記
録
映
像
作

成
費
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　
平
成
30
年

の
「
開
基
百
二
十
年
」
に
向
け

て
今
年
度
よ
り
５
ケ
年
で
町
の

風
景
、
行
事
等
を
記
録
映
像
と

し
て
撮
り
た
め
て
行
く
。

《
民
生
費
》

　
　
　
　 

臨
時
福
祉
給
付
金
支

援
事
業
と
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
支
給
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　 

今
年
４
月

か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
際

し
、
影
響
の
大
き
い
低
所
得
者

や
高
齢
者
に
配
慮
す
る
た
め
に
、

消
費
税
率
８
％
期
間
の
１
年
６

ケ
月
分
の
食
料
費
を
支
援
す
る
。

対
象
は
町
民
非
課
税
者
と
そ
の

扶
養
者
で
、
１
人
当
た
り
１
万

円
が
給
付
さ
れ
る
。

　
加
え
て
高
齢
基
礎
年
金
等
の

受
給
者
に
は
１
人
当
た
り
５
千

円
が
加
算
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
は
臨
時
福
祉
給
付
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
以
外
の
児

童
１
人
当
た
り
１
万
円
が
給
付

さ
れ
る
。
対
象
は
児
童
手
当
受

給
児
童
の
中
学
校
終
了
ま
で
。

　
　
　
　 

子
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
で
の
負
担
金
増
額

の
要
因
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　 

遠
別
・
天

塩
・
幌
延
が
３
町
で
合
同
設
置

平成26年度各会計予算

総額61億3,367万8千円総額61億3,367万8千円61億3,367万8千円総額
一般会計　50億4,400万円

～斉賀弘孝氏を予算審査特別委員長に選任し、平成26年３月12～13日の審査の結果、原案どおり可決しました～

審
議
内
容

審
議
内
容

し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
だ
が
、
近

年
利
用
対
象
児
童
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
を

考
慮
し
て
職
員
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
現
在
の
４
名
か
ら
７

名
体
制
と
し
た
。

《
農
林
水
産
費
》

　
　
　
　 

幌
延
町
地
図
情
報
更

新
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
現
在
使
用
し
て

い
る
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更

新
と
修
正
事
業
で
、
町
内
全
域

の
航
空
写
真
（
５
千
分
の
１
）

を
撮
影
。
現
在
の
地
形
や
地
上

物
の
変
化
に
対
応
し
て
行
く
。

３
ヶ
年
で
完
成
予
定
。

《
商
工
費
》

　
　
　
　 

ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場

の
単
純
な
草
刈
り
、
雑
草
処
理

な
ど
は
外
注
で
処
理
出
来
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　
夏
場
の
雑
草

処
理
に
は
確
か
に
苦
労
し
て
い

る
。
施
設
内
の
環
境
整
備
も
大

切
な
の
で
、
出
来
る
範
囲
で
検

討
し
対
応
し
て
行
き
た
い
。

《
土
木
費
》

　
　
　
　 

町
道
新
設
改
良
工
事

計
画
の
進
捗
状
況
と
、「
ふ
れ
あ

い
の
館
」
解
体
跡
地
の
整
備
予

定
は
。

　
　
　
　
　
　
国
の
補
助
金
や

過
疎
債
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら

の
事
業
な
の
で
、
現
時
点
で
は

当
初
の
予
定
よ
り
３
年
程
度
遅

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　「
ふ
る
さ
と
の

森
森
林
公
園
」
改
修
事
業
で
解

体
さ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
館
」

の
跡
地
整
備
は
、
今
後
活
用
計

画
を
立
て
て
、
来
年
度
の
予
算

に
反
映
し
て
行
き
た
い
。

《
消
防
費
》

　
　
　
　 

防
災
関
係
で
の
救
援

備
品
購
入
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
消
耗
品
費
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
購
入
予

定
。
そ
の
他
、
問
寒
別
地
区
に
発

電
機
・
非
常
食
・
毛
布
・
保
存

用
飲
料
水
な
ど
を
備
え
た
い
。

　
現
在
、
こ
れ
ら
の
備
蓄
計
画

を
作
成
中
。

《
総
括
》

　
　
　
　 

近
年
に
な
り
、
か
な

り
大
き
な
余
剰
資
金
を
備
荒
資

金
組
合
な
ど
に
積
立
運
用
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
は
段
々
と
進
む
高
齢
化

に
対
応
す
る
、
福
祉
政
策
の
強

化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　 

私
も
就
任
以
来
、
状

況
に
応
じ
て
こ
ざ
く
ら
荘
の
増

築
な
ど
に
取
り
組
ん
で
来
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
福
祉
事
業

を
充
実
さ
せ
る
事
に
よ
る
、
介

護
保
険
料
の
上
昇
が
問
題
。

　
ヘ
ル
パ
ー
事
業
な
ど
の
増
員
が

必
要
で
あ
れ
ば
強
化
し
て
行
く
。

　
　
　
　
　 

独
居
老
人
見
守
り

対
策
や
高
齢
者
健
康
診
断
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
告
知
端
末
機
の
活

用
を
考
え
て
は
。

　
　
　
　 

方
法
論
と
し
て
は
色
々

考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、
診
療

所
の
体
制
な
ど
現
状
を
考
え
る

と
難
し
い
と
思
う
。
し
か
し
今
後
、

幅
広
く
検
討
し
て
い
く
事
も
必

要
と
思
う
。

町
立
診
療
所
特
別
会
計

　
　
　
　 

平
成
26
年
度
の
不
採

算
病
院
補
助
金
予
定
額
は
。

　
　
　
　
　
　 

地
方
交
付
税
で

算
入
さ
れ
る
金
額
は
２
千
３
百

99
万
７
千
円
の
予
定
。

《
総
括
》

　
　
　
　 

現
在
、
看
護
師
を
始

め
と
す
る
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
は

規
定
に
達
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　 

診
療
所
に
な
り
、

看
護
師
の
配
置
基
準
は
無
い
が
、

今
は
充
足
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

清
掃
員
、
管
理
栄
養
士
、
厨
房

員
が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　 

今
後
、
訪
問
看
護
事

業
な
ど
を
検
討
出
来
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　 

今
は
医
師
１
名
体

制
で
問
寒
別
診
療
所
、
北
星
園
、

こ
ざ
く
ら
荘
と
週
に
３
か
所
の

往
診
を
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上

と
な
る
と
か
な
り
難
し
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

《
総
括
》

　
　
　
　 

北
海
道
の
中
で
も
高

い
と
言
わ
れ
る
保
険
料
と
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
ど
う
思

う
か
。

　
　
　
　 

こ
ざ
く
ら
荘
の
定
員

を
も
う
10
名
程
度
増
や
し
た
い

と
思
う
が
、
保
険
料
に
跳
ね
返

る
の
で
、
苦
慮
し
て
い
る
。
町

民
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
、
基

本
的
に
は
「
福
祉
会
」
の
考
え

方
を
尊
重
し
、
検
討
し
て
行
き

た
い
。

　
　
　
　 

介
護
施
設
入
居
規
定

改
正
で
は
介
護
度
３
以
上
の
者

が
対
象
と
な
り
、
認
定
度
数
の

低
い
人
達
が
取
り
残
さ
れ
る
心

配
が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　 

地
方
の
施
設
に

関
し
て
は
地
域
事
情
も
考
慮
し

て
、
多
少
な
り
と
も
規
定
緩
和

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、
当
然
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
現
状
以
上
の
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
と
な
る
と
、
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
が
こ
の
地
域
で
は
難

し
い
の
が
実
情
。

　
し
か
し
、
今
後
こ
れ
ら
の
事

を
踏
ま
え
て
検
討
、
拡
大
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　 

介
護
福
祉
の
先
進
地

へ
職
員
を
視
察
研
修
さ
せ
る
べ

き
で
は
。

　
　
　
　 

必
要
に
応
じ
て
介
護

施
設
等
に
職
員
を
派
遣
し
、
視

察
研
修
を
出
来
れ
ば
さ
せ
た
い

と
思
う
。

特
別
会
計

特
別
会
計

ほろのべ議会だより 第77号　② ほろのべ議会だより 第77号　①
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2氏が一般質問
地域の課題をとらえて地域の課題をとらえて

幌
延
町
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
設
等
振
興
基
金
に

つ
い
て

西 澤　裕 之

　
　
　
こ
の
基
金
を
、
産
業
の

創
造
と
雇
用
の
創
出
が
図
ら
れ

る
よ
う
な
事
業
に
、
中
・
長
期

的
に
活
用
し
て
い
く
考
え
が
あ

る
の
か
。

　
　
　
基
金
の
目
的
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
や

地
域
振
興
に
つ
な
が
る
事
業
の

財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
と

な
っ
て
お
り
、
大
型
事
業
に
も

積
極
的
に
活
用
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
た
だ
、
事
業
可
能
性

調
査
な
ど
を
検
討
し
つ
つ
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
基
金
を
計
画
的
に
積
み

立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
大
型
事
業
に
基
金
を
充

当
し
て
い
く
と
す
ぐ
枯
渇
し
て

し
ま
い
、
当
然
、
工
夫
を
し
な

が
ら
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
将
来
に
わ
た
っ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
を
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
施
策
の
検
討

や
経
費
の
試
算
を
行
っ
た
う
え

で
、
今
後
の
運
用
方
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
幌
延
地
圏
環
境
研
究
所

が
行
っ
て
い
る
研
究
は
、
本
町

に
と
っ
て
重
要
か
つ
将
来
に
期

待
の
持
て
る
研
究
だ
と
理
解
し

て
い
る
。
町
長
は
、
幌
延
地
圏

環
境
研
究
所
を
ど
う

位
置
付
け
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
存

在
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
幌
延
地
圏
環

境
研
究
所
は
、
本
町

が
地
域
振
興
策
の
一

環
と
し
て
誘
致
し
た

研
究
所
で
あ
る
。
設

立
以
来
、
幌
延
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
用
し
て

様
々
な
研
究
を
進
め
、

そ
の
研
究
成
果
は
、

地
域
の
特

産
品
開
発

や
ロ
ー
カ

ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
地
産
地
消
モ
デ

ル
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
国
の
補
助
金
が
減

額
さ
れ
る
な
か
、
研

究
所
の
予
算
確
保
に

つ
い
て
、
今
後
も
関

係
省
庁
へ
要
請
活
動

を
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
研
究
所
が
地
域
経

済
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
、

今
後
の
研
究
成
果
が
、
特
産
品

開
発
や
地
域
雇
用
拡
大
に
つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
勘

案
す
れ
ば
、
幌
延
町
に
と
っ
て

重
要
な
位
置
付
け
で
あ
り
、
町

と
し
て
何
ら
か
の
支
援
策
も
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

職
員
研
修
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
新
人
研
修
と
同
時
に
、

平
成
25
年
度
に
行
っ
て
き
た
研

修
を
引
き
続
き
行
う
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
中
堅
職
員
の
研
修
を
３

年
間
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
研

修
成
果
と
し
て
、
地
域
課
題
解

決
に
向
け
た
施
策
提
言
を
昨
年

12
月
に
受
け
た
。
中
堅
職
員
に

つ
い
て
は
一
定
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
図
ら
れ
た
こ
と
と
、
新
任

職
員
に
お
け
る
基
礎
的
な
能
力

向
上
を
図
る
こ
と
で
職
員
全
体

の
業
務
遂
行
能
力
が
向
上
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
職
員
の

育
成
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

新
任
職
員
研
修
を
優
先
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
や
町
政
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
人
材
を
ど

の
よ
う
に
育
て
て
い
く
の
か
。

　
　
　
段
階
的
に
町
の
職
員
で

検
討
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
町
民

の
方
も
加
わ
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

町
民
の
い
の
ち
と

く
ら
し
の
問
題
に

つ
い
て

鷲 見　　 悟

　
　
　
今
年
も
国
保
税
の
引
き

上
げ
が
行
わ
れ
る
が
、
今
ま
で

と
同
じ
考
え
で
は
毎
年
値
上
げ

を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
ら
な
い

か
。

　
　
　
今
年
度
の
値
上
げ
し
た

増
収
分
を
見
込
ん
で
も
赤
字
に

な
る
。
不
足
分
は
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
る

予
定
だ
。

　
　
　
こ
の
３

年
間
毎
年
値
上

げ
を
し
て
い
る
。

１
世
帯
あ
た
り

い
く
ら
ぐ
ら
い

に
な
る
か
。

　
　
　
20
万
６

千
円
位
に
な
る
。

　
　
　
純
農
村

と
し
て
は
、
人

が
減
る
中
で
住

民
の
理
解
を
得

な
が
ら
国
保
会

計
を
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
も
ど
う
し
て
も
必
要
だ

と
私
は
思
う
が
。

　
　
　
私
も
悩
ん
だ
。
基
金
の

取
り
崩
し
と
法
定
外
繰
入
の
決

断
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
全
国
的
に
も
子
育
て
支

援
を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
き

て
い
る
が
、
幌
延
町
と
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
幌
延
町
と
し
て
は
、
中

学
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、

今
取
り
組
ん
で
い
る
認
定
こ
ど

も
園
を
拠
点
と
し
た
支
援
を
考

え
て
い
る
。

　
　
　
地
域
お
こ
し
隊
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　
　
今
年
は
受
け
入
れ
の
準

備
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
近
隣
町
村
の
取
り
組
み

は
町
長
も
よ
く
知
っ
て
い
る
こ

と
と
思
う
が
、
60
歳
を
超
え
た

人
も
対
象
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
定
住
を
含
め
て
そ
う

い
う
隊
員
を
募
集
し
た
ら
ど
う

か
。

　
　
　
農
業
と
商
工
関
係
が
対

象
に
な
る
と
は
思
う
。

　
　
　
農
業
関
係
だ
け
で
な
く
、

民
宿
を
含
め
た
宿
泊
施
設
、
研

修
施
設
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い

の
か
。

　
　
　
た
と
え
ば
中
山
間
の
関

係
で
豊
富
町
の
よ
う
な
方
式
も

考
え
ら
れ
る
が
、
取
り
あ
え
ず

幌
延
で
は
農
業
関
係
に
つ
い
て

は
、
コ
ン
ト
ラ
事
業
と
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
。

　
　
　
空
き
家
の
有
効
利
用
な

ど
は
ど
う
か
。

　
　
　
ほ
か
の
町
村
に
比
較
す

る
と
空
き
家
は
少
な
い
。
今
後

調
査
を
し
て
行
き
た
い
。

原
子
力
機
構
の
動
向
に
つ
い
て

　
　
　
地
下
３
５
０
ｍ
ま
で
の

工
事
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
が
、
実

際
に
仕
事
が
無
く
な
っ
た
人
は

何
人
い
る
の
か
。

　
　
　
具
体
的
に
は
掌
握
し
て

い
な
い
。

　
　
　
12
月
議
会
の
時
に
は
40

名
く
ら
い
と
述
べ
て
い
た
が
。

　
　
　
全
体
で
と
ら
え
て
、
地

元
の
企
業
か
ら
の
派
遣
を
含
め

た
数
字
。

　
　
　
12
月
議
会
で
は
、「
文
献

調
査
の
申
し
入
れ
が
来
た
ら
私

は
受
け
入
れ
る
つ
も
り
は
な
い
」

と
言
っ
て
、「
町
民
に
周
知
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
意
味
は

な
に
か
。

　
　
　
議
会
に
報
告
す
る
し
、

町
民
に
も
報
告
す
る
と
い
う
意

味
。 
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2氏が一般質問
地域の課題をとらえて地域の課題をとらえて

幌
延
町
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
設
等
振
興
基
金
に

つ
い
て

西 澤　裕 之

　
　
　
こ
の
基
金
を
、
産
業
の

創
造
と
雇
用
の
創
出
が
図
ら
れ

る
よ
う
な
事
業
に
、
中
・
長
期

的
に
活
用
し
て
い
く
考
え
が
あ

る
の
か
。

　
　
　
基
金
の
目
的
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
や

地
域
振
興
に
つ
な
が
る
事
業
の

財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
と

な
っ
て
お
り
、
大
型
事
業
に
も

積
極
的
に
活
用
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
た
だ
、
事
業
可
能
性

調
査
な
ど
を
検
討
し
つ
つ
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
基
金
を
計
画
的
に
積
み

立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
大
型
事
業
に
基
金
を
充

当
し
て
い
く
と
す
ぐ
枯
渇
し
て

し
ま
い
、
当
然
、
工
夫
を
し
な

が
ら
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
将
来
に
わ
た
っ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
を
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
施
策
の
検
討

や
経
費
の
試
算
を
行
っ
た
う
え

で
、
今
後
の
運
用
方
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
幌
延
地
圏
環
境
研
究
所

が
行
っ
て
い
る
研
究
は
、
本
町

に
と
っ
て
重
要
か
つ
将
来
に
期

待
の
持
て
る
研
究
だ
と
理
解
し

て
い
る
。
町
長
は
、
幌
延
地
圏

環
境
研
究
所
を
ど
う

位
置
付
け
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
存

在
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
幌
延
地
圏
環

境
研
究
所
は
、
本
町

が
地
域
振
興
策
の
一

環
と
し
て
誘
致
し
た

研
究
所
で
あ
る
。
設

立
以
来
、
幌
延
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
用
し
て

様
々
な
研
究
を
進
め
、

そ
の
研
究
成
果
は
、

地
域
の
特

産
品
開
発

や
ロ
ー
カ

ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
地
産
地
消
モ
デ

ル
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
国
の
補
助
金
が
減

額
さ
れ
る
な
か
、
研

究
所
の
予
算
確
保
に

つ
い
て
、
今
後
も
関

係
省
庁
へ
要
請
活
動

を
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
研
究
所
が
地
域
経

済
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
、

今
後
の
研
究
成
果
が
、
特
産
品

開
発
や
地
域
雇
用
拡
大
に
つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
勘

案
す
れ
ば
、
幌
延
町
に
と
っ
て

重
要
な
位
置
付
け
で
あ
り
、
町

と
し
て
何
ら
か
の
支
援
策
も
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

職
員
研
修
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
新
人
研
修
と
同
時
に
、

平
成
25
年
度
に
行
っ
て
き
た
研

修
を
引
き
続
き
行
う
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
中
堅
職
員
の
研
修
を
３

年
間
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
研

修
成
果
と
し
て
、
地
域
課
題
解

決
に
向
け
た
施
策
提
言
を
昨
年

12
月
に
受
け
た
。
中
堅
職
員
に

つ
い
て
は
一
定
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
図
ら
れ
た
こ
と
と
、
新
任

職
員
に
お
け
る
基
礎
的
な
能
力

向
上
を
図
る
こ
と
で
職
員
全
体

の
業
務
遂
行
能
力
が
向
上
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
職
員
の

育
成
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

新
任
職
員
研
修
を
優
先
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
や
町
政
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
人
材
を
ど

の
よ
う
に
育
て
て
い
く
の
か
。

　
　
　
段
階
的
に
町
の
職
員
で

検
討
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
町
民

の
方
も
加
わ
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

町
民
の
い
の
ち
と

く
ら
し
の
問
題
に

つ
い
て

鷲 見　　 悟

　
　
　
今
年
も
国
保
税
の
引
き

上
げ
が
行
わ
れ
る
が
、
今
ま
で

と
同
じ
考
え
で
は
毎
年
値
上
げ

を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
ら
な
い

か
。

　
　
　
今
年
度
の
値
上
げ
し
た

増
収
分
を
見
込
ん
で
も
赤
字
に

な
る
。
不
足
分
は
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
る

予
定
だ
。

　
　
　
こ
の
３

年
間
毎
年
値
上

げ
を
し
て
い
る
。

１
世
帯
あ
た
り

い
く
ら
ぐ
ら
い

に
な
る
か
。

　
　
　
20
万
６

千
円
位
に
な
る
。

　
　
　
純
農
村

と
し
て
は
、
人

が
減
る
中
で
住

民
の
理
解
を
得

な
が
ら
国
保
会

計
を
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
も
ど
う
し
て
も
必
要
だ

と
私
は
思
う
が
。

　
　
　
私
も
悩
ん
だ
。
基
金
の

取
り
崩
し
と
法
定
外
繰
入
の
決

断
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
全
国
的
に
も
子
育
て
支

援
を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
き

て
い
る
が
、
幌
延
町
と
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
幌
延
町
と
し
て
は
、
中

学
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、

今
取
り
組
ん
で
い
る
認
定
こ
ど

も
園
を
拠
点
と
し
た
支
援
を
考

え
て
い
る
。

　
　
　
地
域
お
こ
し
隊
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　
　
今
年
は
受
け
入
れ
の
準

備
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
近
隣
町
村
の
取
り
組
み

は
町
長
も
よ
く
知
っ
て
い
る
こ

と
と
思
う
が
、
60
歳
を
超
え
た

人
も
対
象
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
定
住
を
含
め
て
そ
う

い
う
隊
員
を
募
集
し
た
ら
ど
う

か
。

　
　
　
農
業
と
商
工
関
係
が
対

象
に
な
る
と
は
思
う
。

　
　
　
農
業
関
係
だ
け
で
な
く
、

民
宿
を
含
め
た
宿
泊
施
設
、
研

修
施
設
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い

の
か
。

　
　
　
た
と
え
ば
中
山
間
の
関

係
で
豊
富
町
の
よ
う
な
方
式
も

考
え
ら
れ
る
が
、
取
り
あ
え
ず

幌
延
で
は
農
業
関
係
に
つ
い
て

は
、
コ
ン
ト
ラ
事
業
と
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
。

　
　
　
空
き
家
の
有
効
利
用
な

ど
は
ど
う
か
。

　
　
　
ほ
か
の
町
村
に
比
較
す

る
と
空
き
家
は
少
な
い
。
今
後

調
査
を
し
て
行
き
た
い
。

原
子
力
機
構
の
動
向
に
つ
い
て

　
　
　
地
下
３
５
０
ｍ
ま
で
の

工
事
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
が
、
実

際
に
仕
事
が
無
く
な
っ
た
人
は

何
人
い
る
の
か
。

　
　
　
具
体
的
に
は
掌
握
し
て

い
な
い
。

　
　
　
12
月
議
会
の
時
に
は
40

名
く
ら
い
と
述
べ
て
い
た
が
。

　
　
　
全
体
で
と
ら
え
て
、
地

元
の
企
業
か
ら
の
派
遣
を
含
め

た
数
字
。

　
　
　
12
月
議
会
で
は
、「
文
献

調
査
の
申
し
入
れ
が
来
た
ら
私

は
受
け
入
れ
る
つ
も
り
は
な
い
」

と
言
っ
て
、「
町
民
に
周
知
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
意
味
は

な
に
か
。

　
　
　
議
会
に
報
告
す
る
し
、

町
民
に
も
報
告
す
る
と
い
う
意

味
。 
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平
成
26
年
第
１
回
幌
延

町
議
会
臨
時
会
が
１
月
27

日
に
開
催
さ
れ
、
報
告
１

件
、
議
案
１
件
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

幌
延
町
議
会

臨
時
会

第１回

１月27日

第
１
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

１
月
21
日

◎
幌
延
風
力
発
電
㈱
の
幌
延
町

保
有
株
式
の
売
却
に
つ
い
て

　
前
回
の
委
員
会
（
12
月
19
日
）

で
も
説
明
が
あ
っ
た
が
、
今
回

は
設
立
経
緯
、
幌
延
風
力
発
電

株
式
会
社
の
概
要
、
株
を
売
却

し
た
売
却
益
の
使
い
道
、
議
会

へ
の
提
案
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　 

風
車
で
利
益
が
上
が
っ
た

ら
農
業
振
興
に
使
う
目
的
だ
っ

た
と
先
輩
議
員
は
話
し
て
い
た

が
、
町
長
は
何
か
覚
え
て
な
い

か
。

　
　 

記
憶
に
無
い
。

　
　 

撤
去
費
用
は
ど
の
位
積
み

立
て
た
か
。

　
　
　
　 

風
車
本
体
で
１
億
９

千
４
百
万
円
、
基
礎
部
分
で
１

億
３
千
３
百
58
万
８
千
円
。

　
　 

町
長
が
目
指
そ
う
と
す
る

こ
の
基
金
の
目
的
は
。

　
　 

正
直
言
っ
て
ま
だ
こ
れ
に

と
い
う
こ
と
で
は
決
め
て
な
い
。

や
る
時
に
は
き
ち
っ
と
し
た
目

的
を
持
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

　
　 
基
金
の
目
的
は
、
今
後
の

協
議
の
中
で
き
ち
っ
と
議
論
し

て
使
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
。

　
　 

今
後
い
ろ
い
ろ
と
煮
詰
め

て
い
く
事
が
一
番
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　 

年
次
毎
の
電
力
単
価
は
。

　
　
　
　 

１
年
目
か
ら
５
年
目

ま
で
、
９
円
99
銭
。
６
年
目
か

ら
９
年
目
ま
で
９
円
19
銭
。
10

年
目
か
ら
13
年
目
ま
で
８
円
46

銭
。
14
年
目
か
ら
17
年
目
が
７

円
78
銭
。
今
は
24
年
度
途
中
か

ら
19
円
35
銭
と
な
り
、
35
年
８

月
ま
で
同
じ
単
価
と
な
る
。

　
　 

土
地
の
使
用
料
見
直
し
は
。

　
　
　
　 

自
治
体
が
や
る
場
合
、

土
地
使
用
料
に
ル
ー
ル
が
あ
り
、

計
算
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
事
業
に
関
す
る
委
託
料
で
年

間
３
百
15
万
円
頂
い
て
い
る
。

第
３
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

２
月
27
日

◎
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
う
使
用
料
・

手
数
料
の
改
正
に
つ
い
て

　
道
を
通
じ
て
総
務
省
か
ら
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

消
費
税
が
円
滑
に
転
嫁
さ
れ
る

よ
う
通
知
が
あ
っ
た
。

　
町
自
律
プ
ラ
ン
で
の
料
金
見

直
し
の
年
で
も
あ
り
、
庁
内
に

お
い
て
料
金
改
定
を
検
討
。

　
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
歳

出
負
担
は
概
算
で
６
千
４
百
80

万
円
増
額
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
程
度
を

上
乗
せ
す
る
改
定
と
し
た
。

　
料
金
を
原
則
10
円
単
位
と
し

て
お
り
、
現
行
料
金
が
３
百
50

円
以
下
の
場
合
、
据
え
置
き
と

し
た
。

◎
木
造
住
宅
耐
震
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
事
業
補
助
金
交
付

要
綱
の
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
木
造

住
宅
耐
震
化
90
％
以
上
の
目
標

達
成
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か

ら
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
改
修
工
事

も
補
助
対
象
に
含
め
る
こ
と
と

し
た
。

◎
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
金
交
付
要
綱
の

改
正
に
つ
い
て

　
新
た
に
住
宅
用
発
電
シ
ス
テ

ム
（
最
大
出
力
10 

kw
未
満
、
シ

ス
テ
ム
価
格
50
万
円
／
kw
以
下
）

を
設
置
し
た
も
の
が
対
象
。

　
１
kw
当
り
の
設
置
費
用
の
２

分
の
１
。

　
４
kw
ま
で
の
設
置
費
用
で
、

助
成
限
度
額
１
０
０
万
円

◎
民
放
テ
レ
ビ
中
継
局
デ
ジ
タ

ル
放
送
施
設
整
備
に
つ
い
て

　
12
町
村
が
連
携
し
て
、
テ
レ

ビ
北
海
道
が
受
信
可
能
と
な
る

よ
う
中
継
局
等
を
整
備
す
る
。

　
幌
延
町
の
整
備
費
用
負
担
は

５
百
２
万
４
千
円
。

　
順
調
に
工
事
が
進
め
ば
11
月

か
12
月
に
は
視
聴
可
能
。

◎
国
道
40
号
天
塩
防
災
事
業
に

つ
い
て

事
業
概
要

区
間
▼
天
塩
大
橋
架
け
替
え
整

備
・
幌
延
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
立
体
交
差

延
長
▼
13
㎞
（
幌
延
町
関
連
３
・

４
㎞
）

全
体
予
算
▼
１
１
５
億
円

・
工
事
担
当
は
、
26
年
度
よ
り

稚
内
開
発
建
設
部

・
幌
延
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は

立
体
交
差
と
な
る
。

・
今
後
は
、
町
の
所
有
す
る
防

風
林
の
追
加
買
収
が
必
要
。

◎
住
民
の
生
活
交
通
対
策
に
つ

い
て

　
町
広
報
参
照
（
４
月
号
）

　
　 

患
者
輸
送
バ
ス
の
名
称
を

変
え
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
。

　
　
　
　 

バ
ス
購
入
時
の
補
助

制
度
と
の
関
係
が
あ
る
。
愛
称

等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

◎
問
寒
別
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

建
設
基
本
設
計
に
つ
い
て

　
基
本
設
計
委
託
業
者
は
、
北

電
総
合
設
計
株
式
会
社
で
、
業

務
期
間
は
平
成
26
年
６
月
25
日

か
ら
12
月
25
日
ま
で
で
、
契
約

金
額
１
百
94
万
２
千
５
百
円
。

　
　 

太
陽
光
発
電
は
付
け
な
い

の
か
。

　
　
　
　 

駐
車
場
の
外
灯
の
み
。

　
　 

土
盛
り
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
　
　 

道
路
と
同
じ
高
さ
で
、

確
か
50
セ
ン
チ
く
ら
い
と
な
る
。

　
　 

地
盤
は
問
題
な
い
の
か
。

　
　
　
　 

実
施
設
計
の
時
、
地

盤
調
査
す
る
。
デ
ー
タ
と
し
て

道
路
向
い
の
公
住
の
時
に
37
ｍ

程
度
の
地
質
調
査
し
て
い
る
。

◎
幌
延
町
総
合
体
育
館
非
構
造

部
材
強
度
確
認
業
務
に
つ
い

て
　
委
託
業
者
㈱
中
原
建
築
設
計

事
務
所
が
、
６
月
25
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
の
期
間
、
１
百
21

万
８
千
円
で
実
施
し
た
。

①
吊
り
下
げ
暖
房
機

　
　
　
　 

　
遠
赤
外
線
放
射
暖

房
と
し
た
い
。

②
照
明
器
具
（
88
基
）

　
　
　
　 

　
鉄
骨
部
分
の
補
強
。

③
ス
ピ
ー
カ
ー
（
６
基
）

　
　
　
　 

　
壁
面
の
安
全
な
位

置
に
移
設
す
る
。

　
　 

ア
リ
ー
ナ
の
塗
装
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　 

現
行
ウ
レ
タ
ン
塗
装

で
、
何
年
か
お
き
に
塗
装
し
て

い
る
。

第
１
回
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

１
月
27
日

◎
幌
延
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
に
つ
い
て

　
農
林
水
産
業
に
係
る
深
刻
な

鳥
獣
被
害
に
対
処
す
る
た
め
に

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
策
定
し
、

幌
延
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

議
会
に
お
い
て
、
計
画
に
基
づ

く
取
り
組
み
や
情
報
の
収
集
、

対
策
事
業
の
展
開
を
し
て
い
く
。

そ
こ
で
、
新
た
に
実
践
的
な
活

動
を
担
う
組
織
と
し
て
、
実
施

隊
を
設
置
す
る
。

　
構
成
員
は
、
幌
延
猟
友
会
の

全
会
員
、
経
済
課
職
員
３
名
程

度
。
経
済
課
職
員
以
外
を
町
の

非
常
勤
職
員
と
し
て
任
命
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

◎
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
に
係

る
支
援
対
策
に
つ
い
て

　
町
の
支
援
内
容
は
、
機
械
導

入
に
係
る
リ
ー
ス
料
の
半
分
程

度
を
補
助
す
る
こ
と
で
考
え
て

い
る
。

第
３
回
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

２
月
27
日

◎
幌
延
町
認
定
こ
ど
も
園
（
仮

称
）
に
つ
い
て

　
認
定
こ
ど
も
園
の
詳
細
な
運

営
方
針
等
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
予

定
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」
や
、
新
た
な
保
育
要

領
を
熟
知
し
た
上
で
、
関
係
者

と
議
論
し
な
が
ら
決
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　 （
仮
称
）と
な
っ
て
い
る
が
、

愛
称
を
募
集
す
る
の
か
。

　
　
　
　 

愛
称
を
募
集
す
る
こ

と
で
内
部
検
討
し
て
い
る
。

◎
幌
延
町
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

施
設
等
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

　
現
在
の
協
定
期
間
が
今
年
度

末
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
平
成
29
年
３
月
ま
で
社

会
福
祉
法
人
幌
延
福
祉
会
と
指

定
管
理
協
定
を
締
結
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
完
全
民
営
化
に
つ
い

て
は
、
色
々
な
事
情
を
踏
ま
え

な
が
ら
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
㈱
幌
延
風
力
発
電
の
96
株
を
、

５
億
２
千
８
百
万
円
で
Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
譲
渡
す

る
。

　
　
　
出
資
配
当
は
今
後
求
め

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
経
営
状
況
に
よ
り
配

当
が
出
来
る
よ
う
な
ら
求
め
て

い
く
。

　
　
　
町
長
は
な
ぜ
役
職
を
降

り
た
の
か
。

　
　
　
　
　
補
助
金
の
関
係
で

自
治
体
の
強
い
関
与
が
求
め
ら

れ
て
い
た
が
、
事
業
も
安
定
し

て
き
た
た
め
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企

業
の
自
主
的
な
運
営
に
ま
か
せ

る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
代
表

取
締
役
は
降
り
た
が
、
い
ち
取

締
役
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
建
設
費
は
総
額
い
く
ら

か
。

　
　
　
　
　
当
初
事
業
費
45
億

４
千
２
百
22
万
９
千
円
。

　
　
　
当
初
設
備
利
用
率
は
ど

う
想
定
し
た
か
。

　
　
　
　
　
26
・
７
％
と
想
定

し
た
が
、
実
績
は
30
％
近
い
。

　
　
　
総
額
１
千
万
円
の
出
資

比
率
は
。

　
　
　
　
　
設
立
当
時
の
出
資

比
率
は
幌
延
町
51
％
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
が

19
％
、
伊
藤
忠
が
13
％
、
そ
の

他
８
社
で
17
％
。

　
　
　
繰
り
越
し
余
剰
金
が
あ

る
の
は
、
経
営
が
安
定
し
て
い

る
か
ら
で
は
な
い
か
。
当
時
の

新
聞
に
よ
る
と
、
９
円
の
売
電

で
17
年
間
で
70
億
の
売
り

上
げ
見
込
ん
で
い
る
と
あ

る
。
単
価
も
あ
が
っ
た
の

で
今
後
ど
う
な
る
か
関
心

あ
る
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
会
社
設
立
時
は

売
電
単
価
は
確
か
９
円
く

ら
い
で
、
今
19
円
に
な
っ

て
経
営
は
安
定
し
て
い
る

と
思
う
。
将
来
の
解
体
に

向
け
て
の
内
部
留
保
、
ま

た
必
ず
し
も
今
の
経
営
が

そ
の
ま
ま
行
く
と
は
限
ら

な
い
の
で
、
経
営
状
況
が
良
好

で
あ
れ
ば
配
当
は
求
め
て
い
く
。

　
　
　
今
後
名
称
は
ど
う
な
る

の
か
。

　
　
　
　
　
変
わ
る
予
定
は
な

い
。

　
　
　
株
主
総
会
の
本
町
か
ら

の
出
席
者
は
。

　
　
　
　
　
取
締
役
並
び
に
株

式
会
社
社
員
の
町
職
員
（
総
務

課
の
職
員
）
が
出
席
。

　
　
　
今
後
、
基
金
の
確
保
は

ど
う
す
る
。

　
　
　
　
　
今
回
譲
渡
に
よ
っ

て
得
た
５
億
２
千
８
百
万
円
を

特
定
目
的
基
金
に
積
む
。
地
域

振
興
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に

使
う
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

ほろのべ議会だより 第77号　⑥ ほろのべ議会だより 第77号　⑤
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平
成
26
年
第
１
回
幌
延

町
議
会
臨
時
会
が
１
月
27

日
に
開
催
さ
れ
、
報
告
１

件
、
議
案
１
件
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

幌
延
町
議
会

臨
時
会

第１回

１月27日

第
１
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

１
月
21
日

◎
幌
延
風
力
発
電
㈱
の
幌
延
町

保
有
株
式
の
売
却
に
つ
い
て

　
前
回
の
委
員
会
（
12
月
19
日
）

で
も
説
明
が
あ
っ
た
が
、
今
回

は
設
立
経
緯
、
幌
延
風
力
発
電

株
式
会
社
の
概
要
、
株
を
売
却

し
た
売
却
益
の
使
い
道
、
議
会

へ
の
提
案
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　 

風
車
で
利
益
が
上
が
っ
た

ら
農
業
振
興
に
使
う
目
的
だ
っ

た
と
先
輩
議
員
は
話
し
て
い
た

が
、
町
長
は
何
か
覚
え
て
な
い

か
。

　
　 

記
憶
に
無
い
。

　
　 

撤
去
費
用
は
ど
の
位
積
み

立
て
た
か
。

　
　
　
　 

風
車
本
体
で
１
億
９

千
４
百
万
円
、
基
礎
部
分
で
１

億
３
千
３
百
58
万
８
千
円
。

　
　 

町
長
が
目
指
そ
う
と
す
る

こ
の
基
金
の
目
的
は
。

　
　 

正
直
言
っ
て
ま
だ
こ
れ
に

と
い
う
こ
と
で
は
決
め
て
な
い
。

や
る
時
に
は
き
ち
っ
と
し
た
目

的
を
持
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

　
　 

基
金
の
目
的
は
、
今
後
の

協
議
の
中
で
き
ち
っ
と
議
論
し

て
使
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
。

　
　 

今
後
い
ろ
い
ろ
と
煮
詰
め

て
い
く
事
が
一
番
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　 

年
次
毎
の
電
力
単
価
は
。

　
　
　
　 

１
年
目
か
ら
５
年
目

ま
で
、
９
円
99
銭
。
６
年
目
か

ら
９
年
目
ま
で
９
円
19
銭
。
10

年
目
か
ら
13
年
目
ま
で
８
円
46

銭
。
14
年
目
か
ら
17
年
目
が
７

円
78
銭
。
今
は
24
年
度
途
中
か

ら
19
円
35
銭
と
な
り
、
35
年
８

月
ま
で
同
じ
単
価
と
な
る
。

　
　 

土
地
の
使
用
料
見
直
し
は
。

　
　
　
　 

自
治
体
が
や
る
場
合
、

土
地
使
用
料
に
ル
ー
ル
が
あ
り
、

計
算
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
事
業
に
関
す
る
委
託
料
で
年

間
３
百
15
万
円
頂
い
て
い
る
。

第
３
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

２
月
27
日

◎
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
う
使
用
料
・

手
数
料
の
改
正
に
つ
い
て

　
道
を
通
じ
て
総
務
省
か
ら
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

消
費
税
が
円
滑
に
転
嫁
さ
れ
る

よ
う
通
知
が
あ
っ
た
。

　
町
自
律
プ
ラ
ン
で
の
料
金
見

直
し
の
年
で
も
あ
り
、
庁
内
に

お
い
て
料
金
改
定
を
検
討
。

　
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
歳

出
負
担
は
概
算
で
６
千
４
百
80

万
円
増
額
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
程
度
を

上
乗
せ
す
る
改
定
と
し
た
。

　
料
金
を
原
則
10
円
単
位
と
し

て
お
り
、
現
行
料
金
が
３
百
50

円
以
下
の
場
合
、
据
え
置
き
と

し
た
。

◎
木
造
住
宅
耐
震
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
事
業
補
助
金
交
付

要
綱
の
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
木
造

住
宅
耐
震
化
90
％
以
上
の
目
標

達
成
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か

ら
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
改
修
工
事

も
補
助
対
象
に
含
め
る
こ
と
と

し
た
。

◎
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
金
交
付
要
綱
の

改
正
に
つ
い
て

　
新
た
に
住
宅
用
発
電
シ
ス
テ

ム
（
最
大
出
力
10 

kw
未
満
、
シ

ス
テ
ム
価
格
50
万
円
／
kw
以
下
）

を
設
置
し
た
も
の
が
対
象
。

　
１
kw
当
り
の
設
置
費
用
の
２

分
の
１
。

　
４
kw
ま
で
の
設
置
費
用
で
、

助
成
限
度
額
１
０
０
万
円

◎
民
放
テ
レ
ビ
中
継
局
デ
ジ
タ

ル
放
送
施
設
整
備
に
つ
い
て

　
12
町
村
が
連
携
し
て
、
テ
レ

ビ
北
海
道
が
受
信
可
能
と
な
る

よ
う
中
継
局
等
を
整
備
す
る
。

　
幌
延
町
の
整
備
費
用
負
担
は

５
百
２
万
４
千
円
。

　
順
調
に
工
事
が
進
め
ば
11
月

か
12
月
に
は
視
聴
可
能
。

◎
国
道
40
号
天
塩
防
災
事
業
に

つ
い
て

事
業
概
要

区
間
▼
天
塩
大
橋
架
け
替
え
整

備
・
幌
延
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
立
体
交
差

延
長
▼
13
㎞
（
幌
延
町
関
連
３
・

４
㎞
）

全
体
予
算
▼
１
１
５
億
円

・
工
事
担
当
は
、
26
年
度
よ
り

稚
内
開
発
建
設
部

・
幌
延
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は

立
体
交
差
と
な
る
。

・
今
後
は
、
町
の
所
有
す
る
防

風
林
の
追
加
買
収
が
必
要
。

◎
住
民
の
生
活
交
通
対
策
に
つ

い
て

　
町
広
報
参
照
（
４
月
号
）

　
　 

患
者
輸
送
バ
ス
の
名
称
を

変
え
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
。

　
　
　
　 

バ
ス
購
入
時
の
補
助

制
度
と
の
関
係
が
あ
る
。
愛
称

等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

◎
問
寒
別
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

建
設
基
本
設
計
に
つ
い
て

　
基
本
設
計
委
託
業
者
は
、
北

電
総
合
設
計
株
式
会
社
で
、
業

務
期
間
は
平
成
26
年
６
月
25
日

か
ら
12
月
25
日
ま
で
で
、
契
約

金
額
１
百
94
万
２
千
５
百
円
。

　
　 

太
陽
光
発
電
は
付
け
な
い

の
か
。

　
　
　
　 

駐
車
場
の
外
灯
の
み
。

　
　 

土
盛
り
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
　
　 

道
路
と
同
じ
高
さ
で
、

確
か
50
セ
ン
チ
く
ら
い
と
な
る
。

　
　 

地
盤
は
問
題
な
い
の
か
。

　
　
　
　 

実
施
設
計
の
時
、
地

盤
調
査
す
る
。
デ
ー
タ
と
し
て

道
路
向
い
の
公
住
の
時
に
37
ｍ

程
度
の
地
質
調
査
し
て
い
る
。

◎
幌
延
町
総
合
体
育
館
非
構
造

部
材
強
度
確
認
業
務
に
つ
い

て
　
委
託
業
者
㈱
中
原
建
築
設
計

事
務
所
が
、
６
月
25
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
の
期
間
、
１
百
21

万
８
千
円
で
実
施
し
た
。

①
吊
り
下
げ
暖
房
機

　
　
　
　 

　
遠
赤
外
線
放
射
暖

房
と
し
た
い
。

②
照
明
器
具
（
88
基
）

　
　
　
　 

　
鉄
骨
部
分
の
補
強
。

③
ス
ピ
ー
カ
ー
（
６
基
）

　
　
　
　 

　
壁
面
の
安
全
な
位

置
に
移
設
す
る
。

　
　 

ア
リ
ー
ナ
の
塗
装
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　 

現
行
ウ
レ
タ
ン
塗
装

で
、
何
年
か
お
き
に
塗
装
し
て

い
る
。

第
１
回
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

１
月
27
日

◎
幌
延
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
に
つ
い
て

　
農
林
水
産
業
に
係
る
深
刻
な

鳥
獣
被
害
に
対
処
す
る
た
め
に

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
策
定
し
、

幌
延
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

議
会
に
お
い
て
、
計
画
に
基
づ

く
取
り
組
み
や
情
報
の
収
集
、

対
策
事
業
の
展
開
を
し
て
い
く
。

そ
こ
で
、
新
た
に
実
践
的
な
活

動
を
担
う
組
織
と
し
て
、
実
施

隊
を
設
置
す
る
。

　
構
成
員
は
、
幌
延
猟
友
会
の

全
会
員
、
経
済
課
職
員
３
名
程

度
。
経
済
課
職
員
以
外
を
町
の

非
常
勤
職
員
と
し
て
任
命
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

◎
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
に
係

る
支
援
対
策
に
つ
い
て

　
町
の
支
援
内
容
は
、
機
械
導

入
に
係
る
リ
ー
ス
料
の
半
分
程

度
を
補
助
す
る
こ
と
で
考
え
て

い
る
。

第
３
回
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

２
月
27
日

◎
幌
延
町
認
定
こ
ど
も
園
（
仮

称
）
に
つ
い
て

　
認
定
こ
ど
も
園
の
詳
細
な
運

営
方
針
等
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
予

定
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」
や
、
新
た
な
保
育
要

領
を
熟
知
し
た
上
で
、
関
係
者

と
議
論
し
な
が
ら
決
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　 （
仮
称
）と
な
っ
て
い
る
が
、

愛
称
を
募
集
す
る
の
か
。

　
　
　
　 

愛
称
を
募
集
す
る
こ

と
で
内
部
検
討
し
て
い
る
。

◎
幌
延
町
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

施
設
等
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

　
現
在
の
協
定
期
間
が
今
年
度

末
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
平
成
29
年
３
月
ま
で
社

会
福
祉
法
人
幌
延
福
祉
会
と
指

定
管
理
協
定
を
締
結
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
完
全
民
営
化
に
つ
い

て
は
、
色
々
な
事
情
を
踏
ま
え

な
が
ら
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
㈱
幌
延
風
力
発
電
の
96
株
を
、

５
億
２
千
８
百
万
円
で
Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
譲
渡
す

る
。

　
　
　
出
資
配
当
は
今
後
求
め

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
経
営
状
況
に
よ
り
配

当
が
出
来
る
よ
う
な
ら
求
め
て

い
く
。

　
　
　
町
長
は
な
ぜ
役
職
を
降

り
た
の
か
。

　
　
　
　
　
補
助
金
の
関
係
で

自
治
体
の
強
い
関
与
が
求
め
ら

れ
て
い
た
が
、
事
業
も
安
定
し

て
き
た
た
め
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企

業
の
自
主
的
な
運
営
に
ま
か
せ

る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
代
表

取
締
役
は
降
り
た
が
、
い
ち
取

締
役
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
建
設
費
は
総
額
い
く
ら

か
。

　
　
　
　
　
当
初
事
業
費
45
億

４
千
２
百
22
万
９
千
円
。

　
　
　
当
初
設
備
利
用
率
は
ど

う
想
定
し
た
か
。

　
　
　
　
　
26
・
７
％
と
想
定

し
た
が
、
実
績
は
30
％
近
い
。

　
　
　
総
額
１
千
万
円
の
出
資

比
率
は
。

　
　
　
　
　
設
立
当
時
の
出
資

比
率
は
幌
延
町
51
％
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
が

19
％
、
伊
藤
忠
が
13
％
、
そ
の

他
８
社
で
17
％
。

　
　
　
繰
り
越
し
余
剰
金
が
あ

る
の
は
、
経
営
が
安
定
し
て
い

る
か
ら
で
は
な
い
か
。
当
時
の

新
聞
に
よ
る
と
、
９
円
の
売
電

で
17
年
間
で
70
億
の
売
り

上
げ
見
込
ん
で
い
る
と
あ

る
。
単
価
も
あ
が
っ
た
の

で
今
後
ど
う
な
る
か
関
心

あ
る
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
会
社
設
立
時
は

売
電
単
価
は
確
か
９
円
く

ら
い
で
、
今
19
円
に
な
っ

て
経
営
は
安
定
し
て
い
る

と
思
う
。
将
来
の
解
体
に

向
け
て
の
内
部
留
保
、
ま

た
必
ず
し
も
今
の
経
営
が

そ
の
ま
ま
行
く
と
は
限
ら

な
い
の
で
、
経
営
状
況
が
良
好

で
あ
れ
ば
配
当
は
求
め
て
い
く
。

　
　
　
今
後
名
称
は
ど
う
な
る

の
か
。

　
　
　
　
　
変
わ
る
予
定
は
な

い
。

　
　
　
株
主
総
会
の
本
町
か
ら

の
出
席
者
は
。

　
　
　
　
　
取
締
役
並
び
に
株

式
会
社
社
員
の
町
職
員
（
総
務

課
の
職
員
）
が
出
席
。

　
　
　
今
後
、
基
金
の
確
保
は

ど
う
す
る
。

　
　
　
　
　
今
回
譲
渡
に
よ
っ

て
得
た
５
億
２
千
８
百
万
円
を

特
定
目
的
基
金
に
積
む
。
地
域

振
興
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に

使
う
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

ほろのべ議会だより 第77号　⑥ ほろのべ議会だより 第77号　⑤

オトンルイ風力発電所
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町
長

町
長

質
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質
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総
務
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町
長

質
問

総
務
課
長

質
問

総
務
課
長

質
問

質
問

総
務
課
長

質
問

相
馬
主
幹

教
育
次
長

質
問

改
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方
法

改
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の
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法

改
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方
法

教
育
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長
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町
長
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長
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問

総
務
課
長

質
問

総
務
課
長

質
問

総
務
課
長

質
問

総
務
課
長

質
問

総
務
課
長

総
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課
長

質
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質
問

総
務
課
長

質
問

質
問

質
問

教
育
次
長
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◎
幌
延
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

　
本
町
の
国
保
税
に
つ
い
て
は

平
成
24
年
、
25
年
度
と
段
階
的

に
改
正
を
実
施
し
て
き
た
。
特

に
平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、

地
域
の
保
険
税
額
の
水
準
等
を

考
慮
し
、
な
お
か
つ
財
政
調
整

基
金
を
活
用
し
な
が
ら
大
幅
な

負
担
の
増
加
を
回
避
し
て
き
た
。

　
平
成
25
年
度
の
決
算
見
込
み

は
、
実
質
的
な
単
年
度
収
支
が

約
２
千
80
万
円
の
赤
字
と
な
る

見
込
だ
が
、
財
政
調
整
基
金
と

繰
越
金
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
平
成
26
年
度
の
収
支
の
見
込

み
に
つ
い
て
は
、
基
金
全
額
を

繰
り
入
れ
て
も
会
計
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
険
税
の

改
正
と
併
せ
て
町
独
自
の
軽
減

対
策
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
行
う
内
容
の
予

算
編
成
と
し
た
。
ま
た
、
財
政

調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
会
計
運
営
の
た
め
に
枯
渇
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
全
額
を
留
保

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
５
次
幌
延
町
総
合
計
画
に

つ
い
て
の
議
会
議
論

平
成
26
年
１
月
27
日

　
　 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整

備
に
触
れ
て
い
る
が
、
集
約
化

と
防
災
機
能
を
併
せ
た
施
設
に

建
て
替
え
を
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
具
体
的
に
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　 

今
回
新
た
に
集
約
化

を
検
討
し
、
防
災
機
能
を
併
せ

持
っ
た
施
設
と
し
て
検
討
す
る

と
い
う
文
言
を
加
え
た
。
老
朽

化
と
防
災
の
観
点
が
今
必
要
な

こ
と
。
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ

り
効
率
化
を
考
え
た
。

　
　 

広
報
活
動
で
の
告
知
端
末

機
を
利
用
し
た
活
動
に
触
れ
て

い
る
が
、
商
工
会
の
売
り
出
し

な
ど
に
も
利
用
さ
せ
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　 

だ
い
ぶ
情
報
発
信
は

行
っ
て
来
て
い
る
。
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　 

お
年
寄
り
の
足
と
い
う
こ

と
で
随
分
バ
ス
の
話
し
合
い
を

し
て
き
た
が
、
バ
ス
の
利
用
に

告
知
端
末
を
つ
か
う
こ
と
に
つ

総
務
文
教
・
産
業
厚
生
合
同
常
任
委
員
会

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　 

生
活
交
通
対
策
は
告

知
端
末
の
利
用
方
法
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

　
　 

協
働
の
町
づ
く
り
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
町
政
懇
談
会
等

の
出
席
者
が
少
な
い
。
こ
の
辺

の
対
策
も
考
え
て
行
か
な
く
て

は
、
知
恵
も
集
ま
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　 

総
合
計
画
の
専
門
委

員
か
ら
も
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
少
し
工
夫
を
し
て
、
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

　
　 

婦
人
部
だ
と
か
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
に
も
出
向
い
て
行
っ
た

ら
ど
う
か
。

　
　
　
　 

検
討
し
た
い
。

　
　 

深
地
層
研
究
の
推
進
と
関

連
施
設
の
誘
致
と
い
う
こ
と
で

幌
延
地
圏
環
境
研
究
所
と
の
連

携
を
強
化
す
る
と
書
い
て
あ
る

が
、
具
体
的
な
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　 
二
酸
化
炭
素
を
石
炭

層
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
メ

タ
ン
ガ
ス
を
回
収
す
る
研
究
を

し
て
い
る
。
町
と
し
て
も
支
援

を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　 

観
光
に
つ
い
て
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
運
動
の
啓
発
を
進
め

る
と
書
い
て
あ
る
が
、
そ
の
前

に
内
容
の
充
実
と
い
う
方
が
大

切
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　 

確
か
に
そ
う
だ
。
ト

ナ
カ
イ
と
か
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
関

連
な
ど
観
光
の
目
玉
に
な
る
も

の
は
あ
る
が
、
通
過
型
観
光
に

な
っ
て
い
る
。
町
に
泊
ま
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
行
き
た
い
。

　
　 

森
林
の
整
備
保
全
に
取
り

組
む
と
い
う
こ
と
で
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
と
い
う
の
が
入
っ
て

い
る
が
、
酪
農
家
の
糞
尿
の
大

量
発
生
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
盛
り
込
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　 

自
然
環
境
に
配
慮
し

た
持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
す

る
と
書
い
て
あ
り
、
循
環
型
農

業
の
推
進
を
考
え
て
い
る
。
文

章
表
現
の
仕
方
を
考
え
た

い
。

　
　 

予
防
接
種
の
受
診
に

関
し
て
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

中
で
、
受
診
す
る
の
に
仕

事
の
都
合
で
な
か
な
か
受

け
づ
ら
い
時
間
帯
だ
と
い

う
意
見
が
多
い
。

　
　
　
　 

確
か
に
そ
う
だ

と
思
う
。
考
え
て
行
き
た

い
。

　
　 

高
齢
者
の
福
祉
施
設

の
整
備
の
中
で
、
共
生
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
を
今

ま
で
言
っ
て
来
た
が
、
今
回
そ

れ
が
消
え
て
い
る
。
断
念
す
る

と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　
　
　
　 

ま
ち
な
か
に
高
齢
者

が
集
う
こ
と
の
で
き
る
拠
点
づ

く
り
と
い
う
の
は
考
え
て
い
く
。

共
生
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　 

が
ん
検
診
事
業
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ

の
取
り
組
み
は
必
要
だ
と
思
う

が
、
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　 

調
査
し
、
医
療
機
関
と

も
話
は
し
て
い
る
。
検
診
料
が

今
の
段
階
で
は
高
い
こ
と
と
、

交
通
費
も
か
か
る
。

　
積
雪
も
大
分
減
っ
て
来
た
が

ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
る
。

学
校
で
は
新
入
生
が
、
い
き
い

き
と
通
学
し
て
い
る
姿
が
見
う

け
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
、
行
政

も
新
年
度
に
な
り
、
新
規
事
業

に
取
り
組
む
近
年
に
な
い
大
型

予
算
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一

つ
が
認
定
こ
ど
も
園
で
、
ほ
ろ

の
べ
の
将
来
を
担
う
子
供
達
を

育
む
大
切
な
場
所
で
あ
り
、
そ

の
完
成
が
待
ち
ど
お
し
い
。
来

年
の
春
か
ら
開
園
と
の
見
通
し

で
あ
る
。
私
達
編
集
委
員
も
、

温
か
い
ホ
ッ
ト
な
情
報
か
ら
厳

し
い
情
報
ま
で
、
あ
ま
す
事
な

く
町
民
の
皆
様
に
お
伝
え
出
来

る
様
に
全
員
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
り
ま
す
の
で
、
こ
の
一
年
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編 
集 

後 

記

編
集
委
員
長
　
鷲
見
　
　
悟

副
編
集
委
員
長
　
斉
賀
　
弘
孝

編

集

委

員
　
植
村
　
　
敦

吉
原
　
哲
男

故 

角
谷
敏
夫
氏
表
彰

　
永
き
に
わ
た
り
本
町
の
代
表

監
査
委
員
と
し
て
務
め
て
い
た

だ
い
た
、
故 

角
谷
敏
夫
氏
の

生
前
の
功
労
に
対
し
、
特
別
叙

勲
の
上
申
を
し
た
と
こ
ろ
、
２

月
７
日
、
旭
日
単
光
章
が
授
与

さ
れ
た
。

　
故 

角
谷
敏
夫
氏
は
昭
和
36

年
２
月
か
ら
昭
和
37
年
９
月
ま

で
監
査
委
員
と
し
て
、
そ
の
後

昭
和
44
年
４
月
か
ら
平
成
12
年

３
月
31
日
ま
で
代
表
監
査
委
員

と
し
て
８
期
32
年
に
わ
た
り
、

幌
延
町
の
健
全
な
行
財
政
運
営

の
執
行
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
く

と
共
に
、
社
会
教
育
委
員
、
教

育
委
員
会
委
員
、
町
史
編
さ
ん

委
員
会
地
区
委
員
、
保
育
所
運

営
委
員
会
委
員
、
表
彰
審
議
会

委
員
な
ど
、
幌
延
町
の
教
育
、

文
化
、
福
祉
の
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
。

　
故 

角
谷
氏
は
、
代
表
監
査

委
員
の
職
を
退
い
た
の
ち
、
ご

家
族
と
札
幌
市
に
お
住
ま
い
に

な
っ
て
い
た
が
、
平
成
25
年
11

月
30
日
、85
歳
で
永
眠
さ
れ
た
。

行
政
報
告
（
口
頭
）

　
こ
の
時
期
、
心
配
さ
れ
て
い

た
学
校
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
は
、
幌
延
小
学
校
２

年
生
で
欠
席
児
童
が
７
人
に
達

し
た
こ
と
か
ら
、
２
月
17
日
か

ら
３
日
間
、学
年
閉
鎖
と
し
た
。

そ
の
後
大
き
な
広
が
り
も
な

く
、
最
少
で
と
ど
ま
っ
て
い
る

が
、
今
後
と
も
手
洗
い
、
う
が

い
等
の
励
行
に
つ
い
て
徹
底
を

図
っ
て
い
く
。

　
学
校
教
育
活
動
に
つ
い
て

は
、
稚
内
地
区
吹
奏
楽
連
盟
主

催
の
平
成
25
年
度
稚
内
地
区
管

楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
ク
ー

ル
が
１
月
19
日
、
稚
内
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
幌
延

中
学
校
か
ら
６
人
で
参
加
し

た
。
練
習
成
果
を
発
揮
、
銅
賞

を
受
賞
。
次
年
度
に
向
け
活
動

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
北
海
道
中
学
校
体
育

連
盟
主
催
の
第
44
回
北
海
道
中

学
校
ス
キ
ー
大
会
が
１
月
15
日

釧
路
市
で
開
催
さ
れ
、
幌
延
中

学
校
１
年
、
永
瀬
由
晟
君
が
宗

谷
地
区
代
表
の
一
人
と
し
て
、

ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
に
出
場
し
た
。

教
育
行
政
報
告
（
口
頭
）

議 会 の 動 き
1月8日▶第47回議会報発行特別委員会

1月14日▶第48回議会報発行特別委員会

1月21日▶第１回総務文教常任委員会

1月21日▶第49回議会報発行特別委員会

1月27日▶第１回臨時会

1月27日▶第１回産業厚生常任委員会

1月27日▶第２回総務文教・産業厚生合同常任委員会

1月27日▶第１回全員協議会

2月27日▶第１回議会運営委員会

2月27日▶第３回総務文教常任委員会

2月27日▶第３回産業厚生常任委員会

2月27日▶第２回全員協議会

3月5日▶第２回議会運営委員会

3月11日～13日▶第２回定例会

4月4日▶第50回議会報発行特別委員会

4月7日▶第51回議会報発行特別委員会

4月10日▶第３回議会運営委員会

4月10日▶第４回総務文教常任委員会

ほろのべ議会だより 第77号　⑧ ほろのべ議会だより 第77号　⑦

ゲートボール

質
問

総
務
課
長

質
問

質
問

総
務
課
長

質
問

質
問

総
務
課
長

質
問

質
問

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

質
問

副
町
長

質
問

総
務
課
長

質
問

質
問

総
務
課
長

ほろのべの窓　2014.5 月号▶　8



◎
幌
延
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

　
本
町
の
国
保
税
に
つ
い
て
は

平
成
24
年
、
25
年
度
と
段
階
的

に
改
正
を
実
施
し
て
き
た
。
特

に
平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、

地
域
の
保
険
税
額
の
水
準
等
を

考
慮
し
、
な
お
か
つ
財
政
調
整

基
金
を
活
用
し
な
が
ら
大
幅
な

負
担
の
増
加
を
回
避
し
て
き
た
。

　
平
成
25
年
度
の
決
算
見
込
み

は
、
実
質
的
な
単
年
度
収
支
が

約
２
千
80
万
円
の
赤
字
と
な
る

見
込
だ
が
、
財
政
調
整
基
金
と

繰
越
金
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
平
成
26
年
度
の
収
支
の
見
込

み
に
つ
い
て
は
、
基
金
全
額
を

繰
り
入
れ
て
も
会
計
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
険
税
の

改
正
と
併
せ
て
町
独
自
の
軽
減

対
策
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
行
う
内
容
の
予

算
編
成
と
し
た
。
ま
た
、
財
政

調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
会
計
運
営
の
た
め
に
枯
渇
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
全
額
を
留
保

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
５
次
幌
延
町
総
合
計
画
に

つ
い
て
の
議
会
議
論

平
成
26
年
１
月
27
日

　
　 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整

備
に
触
れ
て
い
る
が
、
集
約
化

と
防
災
機
能
を
併
せ
た
施
設
に

建
て
替
え
を
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
具
体
的
に
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　 

今
回
新
た
に
集
約
化

を
検
討
し
、
防
災
機
能
を
併
せ

持
っ
た
施
設
と
し
て
検
討
す
る

と
い
う
文
言
を
加
え
た
。
老
朽

化
と
防
災
の
観
点
が
今
必
要
な

こ
と
。
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ

り
効
率
化
を
考
え
た
。

　
　 

広
報
活
動
で
の
告
知
端
末

機
を
利
用
し
た
活
動
に
触
れ
て

い
る
が
、
商
工
会
の
売
り
出
し

な
ど
に
も
利
用
さ
せ
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　 

だ
い
ぶ
情
報
発
信
は

行
っ
て
来
て
い
る
。
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　 

お
年
寄
り
の
足
と
い
う
こ

と
で
随
分
バ
ス
の
話
し
合
い
を

し
て
き
た
が
、
バ
ス
の
利
用
に

告
知
端
末
を
つ
か
う
こ
と
に
つ

総
務
文
教
・
産
業
厚
生
合
同
常
任
委
員
会

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　 

生
活
交
通
対
策
は
告

知
端
末
の
利
用
方
法
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

　
　 

協
働
の
町
づ
く
り
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
町
政
懇
談
会
等

の
出
席
者
が
少
な
い
。
こ
の
辺

の
対
策
も
考
え
て
行
か
な
く
て

は
、
知
恵
も
集
ま
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　 

総
合
計
画
の
専
門
委

員
か
ら
も
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
少
し
工
夫
を
し
て
、
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

　
　 

婦
人
部
だ
と
か
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
に
も
出
向
い
て
行
っ
た

ら
ど
う
か
。

　
　
　
　 

検
討
し
た
い
。

　
　 

深
地
層
研
究
の
推
進
と
関

連
施
設
の
誘
致
と
い
う
こ
と
で

幌
延
地
圏
環
境
研
究
所
と
の
連

携
を
強
化
す
る
と
書
い
て
あ
る

が
、
具
体
的
な
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　 

二
酸
化
炭
素
を
石
炭

層
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
メ

タ
ン
ガ
ス
を
回
収
す
る
研
究
を

し
て
い
る
。
町
と
し
て
も
支
援

を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　 

観
光
に
つ
い
て
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
運
動
の
啓
発
を
進
め

る
と
書
い
て
あ
る
が
、
そ
の
前

に
内
容
の
充
実
と
い
う
方
が
大

切
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　 

確
か
に
そ
う
だ
。
ト

ナ
カ
イ
と
か
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
関

連
な
ど
観
光
の
目
玉
に
な
る
も

の
は
あ
る
が
、
通
過
型
観
光
に

な
っ
て
い
る
。
町
に
泊
ま
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
行
き
た
い
。

　
　 

森
林
の
整
備
保
全
に
取
り

組
む
と
い
う
こ
と
で
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
と
い
う
の
が
入
っ
て

い
る
が
、
酪
農
家
の
糞
尿
の
大

量
発
生
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
盛
り
込
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　 

自
然
環
境
に
配
慮
し

た
持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
す

る
と
書
い
て
あ
り
、
循
環
型
農

業
の
推
進
を
考
え
て
い
る
。
文

章
表
現
の
仕
方
を
考
え
た

い
。

　
　 

予
防
接
種
の
受
診
に

関
し
て
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

中
で
、
受
診
す
る
の
に
仕

事
の
都
合
で
な
か
な
か
受

け
づ
ら
い
時
間
帯
だ
と
い

う
意
見
が
多
い
。

　
　
　
　 

確
か
に
そ
う
だ

と
思
う
。
考
え
て
行
き
た

い
。

　
　 

高
齢
者
の
福
祉
施
設

の
整
備
の
中
で
、
共
生
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
を
今

ま
で
言
っ
て
来
た
が
、
今
回
そ

れ
が
消
え
て
い
る
。
断
念
す
る

と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　
　
　
　 

ま
ち
な
か
に
高
齢
者

が
集
う
こ
と
の
で
き
る
拠
点
づ

く
り
と
い
う
の
は
考
え
て
い
く
。

共
生
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　 

が
ん
検
診
事
業
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ

の
取
り
組
み
は
必
要
だ
と
思
う

が
、
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　 

調
査
し
、
医
療
機
関
と

も
話
は
し
て
い
る
。
検
診
料
が

今
の
段
階
で
は
高
い
こ
と
と
、

交
通
費
も
か
か
る
。

　
積
雪
も
大
分
減
っ
て
来
た
が

ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
る
。

学
校
で
は
新
入
生
が
、
い
き
い

き
と
通
学
し
て
い
る
姿
が
見
う

け
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
、
行
政

も
新
年
度
に
な
り
、
新
規
事
業

に
取
り
組
む
近
年
に
な
い
大
型

予
算
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一

つ
が
認
定
こ
ど
も
園
で
、
ほ
ろ

の
べ
の
将
来
を
担
う
子
供
達
を

育
む
大
切
な
場
所
で
あ
り
、
そ

の
完
成
が
待
ち
ど
お
し
い
。
来

年
の
春
か
ら
開
園
と
の
見
通
し

で
あ
る
。
私
達
編
集
委
員
も
、

温
か
い
ホ
ッ
ト
な
情
報
か
ら
厳

し
い
情
報
ま
で
、
あ
ま
す
事
な

く
町
民
の
皆
様
に
お
伝
え
出
来

る
様
に
全
員
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
り
ま
す
の
で
、
こ
の
一
年
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編 

集 

後 

記

編
集
委
員
長
　
鷲
見
　
　
悟

副
編
集
委
員
長
　
斉
賀
　
弘
孝

編

集

委

員
　
植
村
　
　
敦

吉
原
　
哲
男

故 
角
谷
敏
夫
氏
表
彰

　
永
き
に
わ
た
り
本
町
の
代
表

監
査
委
員
と
し
て
務
め
て
い
た

だ
い
た
、
故 
角
谷
敏
夫
氏
の

生
前
の
功
労
に
対
し
、
特
別
叙

勲
の
上
申
を
し
た
と
こ
ろ
、
２

月
７
日
、
旭
日
単
光
章
が
授
与

さ
れ
た
。

　
故 

角
谷
敏
夫
氏
は
昭
和
36

年
２
月
か
ら
昭
和
37
年
９
月
ま

で
監
査
委
員
と
し
て
、
そ
の
後

昭
和
44
年
４
月
か
ら
平
成
12
年

３
月
31
日
ま
で
代
表
監
査
委
員

と
し
て
８
期
32
年
に
わ
た
り
、

幌
延
町
の
健
全
な
行
財
政
運
営

の
執
行
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
く

と
共
に
、
社
会
教
育
委
員
、
教

育
委
員
会
委
員
、
町
史
編
さ
ん

委
員
会
地
区
委
員
、
保
育
所
運

営
委
員
会
委
員
、
表
彰
審
議
会

委
員
な
ど
、
幌
延
町
の
教
育
、

文
化
、
福
祉
の
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
。

　
故 

角
谷
氏
は
、
代
表
監
査

委
員
の
職
を
退
い
た
の
ち
、
ご

家
族
と
札
幌
市
に
お
住
ま
い
に

な
っ
て
い
た
が
、
平
成
25
年
11

月
30
日
、85
歳
で
永
眠
さ
れ
た
。

行
政
報
告
（
口
頭
）

　
こ
の
時
期
、
心
配
さ
れ
て
い

た
学
校
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
は
、
幌
延
小
学
校
２

年
生
で
欠
席
児
童
が
７
人
に
達

し
た
こ
と
か
ら
、
２
月
17
日
か

ら
３
日
間
、学
年
閉
鎖
と
し
た
。

そ
の
後
大
き
な
広
が
り
も
な

く
、
最
少
で
と
ど
ま
っ
て
い
る

が
、
今
後
と
も
手
洗
い
、
う
が

い
等
の
励
行
に
つ
い
て
徹
底
を

図
っ
て
い
く
。

　
学
校
教
育
活
動
に
つ
い
て

は
、
稚
内
地
区
吹
奏
楽
連
盟
主

催
の
平
成
25
年
度
稚
内
地
区
管

楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
ク
ー

ル
が
１
月
19
日
、
稚
内
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
幌
延

中
学
校
か
ら
６
人
で
参
加
し

た
。
練
習
成
果
を
発
揮
、
銅
賞

を
受
賞
。
次
年
度
に
向
け
活
動

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
北
海
道
中
学
校
体
育

連
盟
主
催
の
第
44
回
北
海
道
中

学
校
ス
キ
ー
大
会
が
１
月
15
日

釧
路
市
で
開
催
さ
れ
、
幌
延
中

学
校
１
年
、
永
瀬
由
晟
君
が
宗

谷
地
区
代
表
の
一
人
と
し
て
、

ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
に
出
場
し
た
。

教
育
行
政
報
告
（
口
頭
）

議 会 の 動 き
1月8日▶第47回議会報発行特別委員会

1月14日▶第48回議会報発行特別委員会

1月21日▶第１回総務文教常任委員会

1月21日▶第49回議会報発行特別委員会

1月27日▶第１回臨時会

1月27日▶第１回産業厚生常任委員会

1月27日▶第２回総務文教・産業厚生合同常任委員会

1月27日▶第１回全員協議会

2月27日▶第１回議会運営委員会

2月27日▶第３回総務文教常任委員会

2月27日▶第３回産業厚生常任委員会

2月27日▶第２回全員協議会

3月5日▶第２回議会運営委員会

3月11日～13日▶第２回定例会

4月4日▶第50回議会報発行特別委員会

4月7日▶第51回議会報発行特別委員会

4月10日▶第３回議会運営委員会

4月10日▶第４回総務文教常任委員会

ほろのべ議会だより 第77号　⑧ ほろのべ議会だより 第77号　⑦

ゲートボール

質
問

総
務
課
長

質
問

質
問

総
務
課
長

質
問

質
問

総
務
課
長

質
問

質
問

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

質
問

副
町
長

質
問

総
務
課
長

質
問

質
問

総
務
課
長
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こころの健康相談のお知らせ
うつなど心の病気ではないかと悩んでいる

・よく眠れない、集中できない、職場に行くのがつらい
・コミュニケーションがうまくいかない、周囲になじめない

・物忘れがひどくなってきた、認知症の心配
・頭のケガや手術後に、怒りっぽくなったり
記憶が低下した 自殺関連の相談

・生きるのがつらく、死にたくなる
・家族が自死した後、いつまでも気持ちが
落ち込み、自分を責めてしまう

思春期、青年期の相談
・学校に行けなくなった、人と接するのが怖い
・イライラして親を責めたり暴力をふるう、
ひきこもりなど

お酒に関する相談
・お酒やギャンブル等が止められない
・拒食や過食をくり返す

このような悩みに専門医（市立稚内病院精神神経科医師）が相談に応じます。（※予約制）
日　　　　　程：

開　設　時　間：
開　設　場　所：
問 い 合 わ せ 先：

平成26年　4月21日（月）
　　　　　 6月 9日（月）
　　　　　 8月 4日（月）
　　　　  10月20日（月）
　　　　  12月 8日（月）
13：30～16：00
稚内保健所（宗谷総合振興局保健環境部保健行政室）
稚内保健所 健康推進課 保健師 （☎0162‐33‐3703）

平成27年　1月19日（月）
　　　　　 2月 9日（月）
　　　　　 3月 9日（月）

※稚内保健所 保健師による相談も実施しています。（月～金　8：45～17：00）

★相談者はご本人でもご
家族でもかまいません。

★相談は個別に行います
ので、プライバシーは
厳守されます。

幌延町国民健康保険及び後期高齢者医療保険の被保険者の皆さまへ

～健康診査を受けることでこんな良いことがあります～

特定健診（メタボリック健診）のお知らせ特定健診（メタボリック健診）のお知らせ
　病気の予防、病気を悪化させないためには、定期的な健診が重要です。いくつになっても元気でいきいきと過ごすために、
健診を受けて健康管理に努めましょう。

自分の健康を自分で確か
めることができます。

生活習慣病を軽症のうちに
見つけることができます。

病気が悪化していないか
確かめることができます。

病気を悪化させない生活の工夫に
ついて知ることができます。

今の健康生活を続けていく
励みになります。

すでに病院に受診されている方も、現在のからだの状態を知ることで自分の健康管理に
役立たせることができますので、健康診査を受けることをお勧めしています。

■対象者
・今年度30 ～ 75歳になる、Ｈ26年4月末日時点で幌延町国民健康保険に加入している方
・後期高齢者医療保険に加入している方
■健診
　①旭川厚生病院　巡回ドック（幌延町農業協同組合員の方に限ります）
　　　＜幌 延 地 区＞平成26年5月27日（火）28日（水）　幌延町保健センター
　　　＜問寒別地区＞平成26年5月29日（木）　　　   　　 問寒別生涯学習センター
　　　＊時期が来ましたら、ＪＡから対象者にご案内があります。
　②旭川がん検診センター委託の健診
　　　平成26年7月2日（水）3日（木）　　　幌延町保健センター
　　　＊5月中旬頃、保健センターから告知端末機等で申し込み等の詳細をお知らせします。
■健診料
　７００円
■健診内容
　問診、身体計測、血圧測定、血液検査（血糖・肝機能・血中脂質）、尿検査（腎機能）
■その他
　胃がん検診、肺がん・結核検診、大腸がん検診、エキノコックス症検査も一緒に受けることができます（料金は別途）。

健康なあなたも
治療中のあなたも
年に１回は健診を
受けましょう

問い合わせ先：町民課生活環境グループ　電話：５－１１１５　告知端末機：５－８８１５保健センター　電話：５－１７９０　告知端末機：５－１７９０
ほろのべの窓　2014.5 月号▶　12



介
護
予
防
教
室（
に
こ
に
こ
教
室
）の
協
力
員
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

楽
し
い
集
会
で
す
。

介
護
予
防
教
室（
に
こ
に
こ
教
室
）の
協
力
員
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

楽
し
い
集
会
で
す
。

介
護
予
防
教
室（
に
こ
に
こ
教
室
）の
協
力
員
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

楽
し
い
集
会
で
す
。

特
別
な
資
格
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

幌
延
地
区

問
寒
別
地
区

①
６
月
20
日
②
７
月
18
日

③※
８
月
８
日
④
８
月
22
日

⑤
９
月
19
日
⑥
10
月
17
日

☆
教
室
の
開
催
日

※

８
月
８
日
は
合
同

　
開
催
で
す
。

①
６
月
27
日
②
７
月
25
日

③
９
月
５
日
④
10
月
３
日

⑤
10
月
31
日

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

☆
開
催
時
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

☆
開
催
場
所

問
寒
別
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

６
月
10
日
午
前
10
時
〜

☆
事
前
説
明
会

６
月
５
日（
木
）ま
で
に
、電
話
か
来
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
申
し
込
み

６
月
10
日
午
後
２
時
〜

ご
高
齢
の
方
10
人
前
後
と
歌・体
操・音
読・ゲ
ー
ム
な
ど
を

し
て
、楽
し
く
過
ご
し
ま
す

☆
教
室
の
内
容

協
力
員
さ
ん
へ
の
報
酬・費
用
弁
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
度
は
11
人（
幌
延
８
人
、問
寒
別
３
人
）の
方
が
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

☆
そ
の
他

お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
は

幌
延
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
５―

１
７
９
０

聞
こ
え
や
見
え
方
が
悪
く
な
っ
て
い
る
方
や
、移
動
が
大
変

な
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
、ゲ
ー
ム
の
盛
り
上
げ
等

☆
協
力
員
さ
ん
の

　
役
割

脳ドック（ＭＲＩ検診）を実施いたします。
希望される方は下記のとおり、お申込みください。

脳ドック（ＭＲＩ検診）を実施いたします。
希望される方は下記のとおり、お申込みください。

脳ドック（ＭＲＩ検診）を実施いたします。
希望される方は下記のとおり、お申込みください。

１．検診日程：平成26年6月5日（木）・6日（金）午前・午後、7日（土）午前のみ

２．実施場所：幌延町保健センター

３．委託機関：北海道脳神経疾患研究所

４．受診対象者：年度内年齢が20 ～ 74歳の幌延町民

　　　　　　　　　　（平成6年4月１日から昭和16年3月31日生の方）

　◎ペースメーカー使用中の方は検査できません。

　◎脳血管疾患の既往がある方は受診できません。

　◎骨折手術などで金属が入っている方は主治医にご相談ください。

５．受診定員：100名（午前20名・午後20名）　※完全予約制

６．検査内容：ＭＲＩ検査、医師による診察

７．検査料金：5,000円（年度内年齢40歳の方は無料です）

８．申し込み方法：5月12日（月）・13日（火）の2日間、8時30分～ 17時15分まで

　　　　　　　　　幌延町保健センター（電話・告知端末機5-1790）でのみ受付します。

９．その他：受診希望者が定員を上回った場合、①40歳、②74歳、③初回受診の方を優先し、受

診者を決定します。申し込み順ではありません。
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出
前
講
座
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

出
前
講
座
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　
幌
延
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
「
知
り
た
い
、
聞
き
た
い
」

こ
と
に
つ
い
て
、
町
職
員
が
講

師
と
な
っ
て
皆
さ
ん
の
も
と
へ

出
向
き
、
情
報
を
提
供
す
る
「
出

前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「出
前
講
座
」
で
は
、
行
政
一

般
、福
祉
・
健
康
、暮
ら
し
、産
業
・

経
済
、
教
育
な
ど
町
民
の
皆
さ

ん
が
詳
し
く
説
明
を
聞
き
た
い

と
い
う
事
柄
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

【
具
体
例
】

◆
行
政一般

・
告
知
端
末
機
「
知
ら
せ
ま
す

ケ
ン
」
の
使
い
方
に
つ
い
て

・
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
や
町
民

参
加
条
例
な
ど
町
民
に
身
近

な
条
例
の
内
容
に
つ
い
て

・
財
政
状
況
に
つ
い
て

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
町
議
会
や
町
議
会
議
員
の
日

頃
の
活
動
に
つ
い
て

◆
福
祉
・
健
康

・
保
育
所
や
学
童
保
育
の
運
営
、

育
児
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

食
生
活
や
食
育
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の「
知
り
た
い
、聞
き
た
い
」に
お
答
え
し
ま
す

皆
さ
ん
の「
知
り
た
い
、聞
き
た
い
」に
お
答
え
し
ま
す

皆
さ
ん
の「
知
り
た
い
、聞
き
た
い
」に
お
答
え
し
ま
す

・
予
防
接
種
や
各
種
検
診
に
つ
い

て
・
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て

◆
暮
ら
し

・
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
町
税
の
結

び
つ
き
に
つ
い
て

・
幼
児
・
高
齢
者
の
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て

・
家
庭
ご
み
の
分
別
方
法
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て

・
水
道
や
下
水
道
に
つ
い
て

・
悪
徳
商
法
へ
の
対
処
法
に
つ
い

て
◆
産
業
・
経
済

・
酪
農
業
の
現
状
、
将
来
展
望

に
つ
い
て

・
道
路
や
橋
な
ど
の
整
備
計
画
に

つ
い
て

・
観
光
事
業
に
つ
い
て

・
商
工
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

◆
教
育

・
生
涯
学
習
、
生
き
が
い
教
室
に

つ
い
て

・
学
校
活
動
に
つ
い
て

・
図
書
室
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

○
申
込
み
方
法

◇
申
込
み
が
で
き
る
方

　
原
則
と
し
て
町
内
に
在
住

す
る
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

◇
開
催
時
間

　
平
日
の
午
前
10
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
の
２
時
間
（
土
・

日
・
祝
日
開
催
に
つ
い
て
も
相

談
に
応
じ
ま
す
）

◇
場
所

　
町
内
　

※

会
場
の
確
保
、
使
用
料

の
負
担
及
び
開
催
会
場

等
の
準
備
は
申
込
者
で

行
って
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
方
法

　
開
催
を
希
望
す
る
日
の
２

週
間
前
ま
で
に
、「
幌
延
町
出

前
講
座
申
込
書
」
を
総
務
課

総
務
グ
ル
ー
プ
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※

申
込
書
は
総
務
課
総
務

グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
。

電
話
で
の
申
込
み
も
可

能
で
す
。

申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

　
　総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　
電
　
　
話
　
５―

１
１
１
１

（
内
線
１
３
２
・
１
３
３
）

　
告
知
端
末
　
５―

８
８
１
１

平成26年度から個人住民税の均等割額が変わります平成26年度から個人住民税の均等割額が変わります
　「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係る地
方税の臨時特例に関する法律」（平成23年法律第118号）が制定されたことに伴い、地方公共団体が実施
する防災のための施策に必要な費用の財源を確保するため、臨時の措置として平成26年度から平成35年度
までの10年間、個人住民税の均等割額が次のとおり引き上げとなります。

均等割額

個人町民税

個人道民税

合　　　計

現　　行
(平成25年度まで)

３，０００円

１，０００円

４，０００円

３，５００円

１，５００円

５，０００円

５００円

５００円

１，０００円

特例期間
(平成26～35年度) 引き上げ額

【問い合わせ先】
会計課 財政グループ税務担当　☎ ５－１１１３（会計課直通）　告知端末機　５－８８１３
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さ
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情
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提
供
す
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前
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実
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す
。

　「出
前
講
座
」
で
は
、
行
政
一

般
、福
祉
・
健
康
、暮
ら
し
、産
業
・

経
済
、
教
育
な
ど
町
民
の
皆
さ

ん
が
詳
し
く
説
明
を
聞
き
た
い

と
い
う
事
柄
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

【
具
体
例
】

◆
行
政一般

・
告
知
端
末
機
「
知
ら
せ
ま
す

ケ
ン
」
の
使
い
方
に
つ
い
て

・
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
や
町
民

参
加
条
例
な
ど
町
民
に
身
近

な
条
例
の
内
容
に
つ
い
て

・
財
政
状
況
に
つ
い
て

・
防
災
対
策
に
つ
い
て
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予
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・
国
民
健
康
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暮
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・
私
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ち
の
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の
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て
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方
法
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
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て

・
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水
道
に
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て

・
悪
徳
商
法
へ
の
対
処
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に
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◆
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業
・
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・
酪
農
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の
現
状
、
将
来
展
望

に
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て

・
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路
や
橋
な
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の
整
備
計
画
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・
観
光
事
業
に
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・
商
工
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振
興
対
策
に
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て

◆
教
育

・
生
涯
学
習
、
生
き
が
い
教
室
に

つ
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て

・
学
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活
動
に
つ
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て

・
図
書
室
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

○
申
込
み
方
法

◇
申
込
み
が
で
き
る
方

　
原
則
と
し
て
町
内
に
在
住

す
る
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

◇
開
催
時
間

　
平
日
の
午
前
10
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
の
２
時
間
（
土
・

日
・
祝
日
開
催
に
つ
い
て
も
相

談
に
応
じ
ま
す
）

◇
場
所

　
町
内
　

※

会
場
の
確
保
、
使
用
料

の
負
担
及
び
開
催
会
場

等
の
準
備
は
申
込
者
で

行
って
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
方
法

　
開
催
を
希
望
す
る
日
の
２

週
間
前
ま
で
に
、「
幌
延
町
出

前
講
座
申
込
書
」
を
総
務
課

総
務
グ
ル
ー
プ
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
総
務
課
総
務

グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
。

電
話
で
の
申
込
み
も
可

能
で
す
。

申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

　
　総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　
電
　
　
話
　
５―

１
１
１
１

（
内
線
１
３
２
・
１
３
３
）

　
告
知
端
末
　
５―

８
８
１
１

平成26年度から個人住民税の均等割額が変わります平成26年度から個人住民税の均等割額が変わります
　「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係る地
方税の臨時特例に関する法律」（平成23年法律第118号）が制定されたことに伴い、地方公共団体が実施
する防災のための施策に必要な費用の財源を確保するため、臨時の措置として平成26年度から平成35年度
までの10年間、個人住民税の均等割額が次のとおり引き上げとなります。

均等割額

個人町民税

個人道民税

合　　　計

現　　行
(平成25年度まで)

３，０００円

１，０００円

４，０００円

３，５００円

１，５００円

５，０００円

５００円

５００円

１，０００円

特例期間
(平成26～35年度) 引き上げ額

【問い合わせ先】
会計課 財政グループ税務担当　☎ ５－１１１３（会計課直通）　告知端末機　５－８８１３
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　犬を飼われている方は、市町村で犬の登録をしなければなり
ません。
　飼い始めたときに１度登録すると更新の必要はありませんが、
次のようなときには届出が必要になります。

・町外から転入したとき
・町外へ転出したとき（転出先の市町村）
・転居して住所を変更したとき
・飼い主を変更したとき
・飼い犬が死亡したとき

狂犬病予防注射
　犬の飼い主は、狂犬病予防注射を毎年１回受けさせることが
法律で義務づけられています。幌延町では、毎年５月に集合注
射を実施していますが、受けられなかった場合は、かかりつけ
の動物病院か留萌地区農業共済組合北部支所幌延家畜診療所
で受けてください。

☆☆ ４月１日～９月30日は野犬掃とう期間です。☆☆ 
　幌延町のほか、近隣４町（天塩町・中川町・豊富町・中頓別町）
では、期間を定めて野犬掃とうを実施しています。
　登録畜犬であっても、期間中係留されていない犬はすべて野
犬とみなし、誤殺しても町は責任を負いませんので、必ず係留
しましょう。

“ペットは家族の一員です。マナーを守り、正しく飼いましょう”
問合せ先：町民課生活環境グループ　5-1115
　　　　　告知端末機　5-8815

愛犬の登録はお済みですか？愛犬の登録はお済みですか？

　春を迎え、気温の上昇とともに車両での移動が容易な季節に
なりました。
　今後、町内に悪質な訪問販売業者や押し買い業者がやってく
ることが予想されます。
　訪問販売は、購入者に対する氏名や販売目的の明示、購入
を断った際の勧誘などが禁止されており、押し買い業者も氏名
などの明示のほか、アポなしでの訪問による勧誘が禁止されて
います。
　悪質な業者には十分注意するとともに契約後であっても一定
期間内であれば無条件で契約を解除できるクーリングオフ制度
を有効に活用して悪質業者による被害を防止しましょう。

悪質訪問販売業者などにご注意を悪質訪問販売業者などにご注意を

優良運転者講習（３０分）
５月１３日（火） 午後１時から　天塩町社会福祉会館
５月１４日（水） 午後６時３０分から　北留萌消防組合幌延支署２階
一般運転者講習（１時間）
５月１３日（火）　午後１時４５分から　天塩町社会福祉会館
初回更新者講習（２時間）
５月１３日（火）　午前１０時から　天塩町社会福祉会館
違反運転者講習（２時間）
５月１３日（火）　午後３時から　天塩町社会福祉会館

運転免許更新時講習のお知らせ運転免許更新時講習のお知らせ

　毎年6月1日は「人権擁護委員の日」です。
　人権擁護委員は、いつでも地域住民から
の相談に応じています。
　相談は無料で、難しい手続きもありません。
もちろん相談内容についての秘密は守られま
す。
　人権相談所は、気軽に相談できる場所とし
て、法務局で常時開設されているほか、市町
村役場や公共施設などを利用して、特設人権
相談所が開設されることもあります。
　幌延町には、町から推薦されて、法務大臣
が委嘱した次の人権擁護委員がおります。

稻　垣　紘　順　、　三　好　和　夫
旭川地方法務局稚内支局　　
稚内市末広5丁目6番1号　

℡0162-33-1122

人権擁護委員制度を
ご存知ですか

人権擁護委員制度を
ご存知ですか

　稚内人権擁護委員協議会では、下記の日
程で「特設相談所」を開設いたします。
　家庭内トラブル（夫婦・離婚・扶養・相続）、
学校での「いじめ・体罰」、近隣との争い、ネッ
トトラブル、架空請求、育児の悩み、借地・借家、
不動産売買、金銭賃借等多岐の相談に応じ
ます。
　相談内容についての秘密は堅く守られます。
難しい手続きもありませんし、相談は無料です。
どうぞお気軽にお越しください。

記
全国一斉「人権擁護委員の日」
特設相談所の開設日程等

日　時　平成２６年６月１日（日）
　　　　午前１０時から午後３時まで
場　所　幌延町生涯学習センター　研修室

全国一斉「人権擁護委員の日」
特設相談所開設のお知らせ
全国一斉「人権擁護委員の日」
特設相談所開設のお知らせ

　裁判所では、５月３日の憲法記念日を中心とした５月１日
から７日までを憲法週間と定めています。これは、憲法の
精神や司法の役割を国民の皆さんに理解していただくこ
とを目的とするものです。
　全国各地の裁判所では、例年この時期に、法廷等見学
ツアーや各種説明会などの憲法週間行事を積極的に行っ
ていますので、是非ご参加いただき、裁判所をより身近
に感じ、裁判所や裁判についての理解を深めていただけ
れば幸いです。
　各種行事については、裁判所ウェブサイトをご覧いた
だくか、最寄りの裁判所の総務課にお問い合わせください。
皆さんのご参加を心よりお待ちしております。
　裁判例情報、司法統計、見学・傍聴案内をはじめとす
る各 種 情 報 に つ い ては、裁 判 所ウェブ サイト
（http://www.courts.go.jp/）で、裁判員制度の詳し
い 情 報 に つ い ては、裁 判 員 制 度ウェブ サイト
（http://www.saibanin.courts.go.jp/）で、それぞれ
紹介していますので、是非、アクセスしてみてください。

憲法週間を迎えて憲法週間を迎えて

そのいっぽ　みらいにつづく　ゆめのみち
児童福祉週間　５月５日～１１日

　子どもたちが健やかに育つこと、これは社会の宝であ
る子どもたちに対する国民全体の願いであり、すべての
子どもが家庭や地域において、豊かな愛情に包まれながら、
夢と希望をもって未来の担い手として、個性豊かに、たく
ましく育っていけるような環境・社会を作っていくことが
重要です。
　こうした社会づくりを大人任せにするのではなく、どの
ような社会が理想なのか、子どもたちの一人一人がそれ
ぞれの意思で新しい未来をきづいて行こうとする取り組
みを進めていくこと、そして、それを応援する環境を整備
していくことも求められています。
　子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全
体で考えることを目的に、毎年５月５日の「こどもの日」
から１週間を「児童福祉週間」としています。

皆さんの身近な地域で子育てを支援します
「児童委員・主任児童委員」

　児童委員・主任児童委員は、皆さんの身近な地域の中で、
子どもや子育てをしている家庭への支援活動を行う地域
のボランティアです。
　主任児童委員は、民生委員の中から、厚生労働大臣
の指名を受け、子どもに関することを専門に担当する人で、
子どもの虐待や非行、いじめ、不登校などの問題が深刻
化するなか、市区町村や福祉事務所、児童相談所、保健所、
学校などの関係機関と連絡を密にし、区域を担当する民
生委員との連絡調整を行いながら活動しています。

◆幌延町主任児童委員
　濱下　恭子　　電話 ５－１７７４
　森崎　登代子　電話 ６－５３１７

その他、子ども全般の相談は
　　児童相談窓口　役場町民課保健福祉グループ（電
話5-1115　又は　告知端末5-8815）
　へ気軽にご相談ください。
※相談内容によっては、関係（専門）機関へ引き継ぎします。

児童福祉週間児童福祉週間

水質検査について
　幌延町では、安心・安全な水道水を提供するた
めに、毎月、水道水の水質検査を行っています。検
査結果は良好で、検査結果の詳細については、経
済課管理グループのカウンターで自由に閲覧できる
ようになっています。
　また、水道水の汚れを防止するために、水道管内
の掃除や水道管の更新を計画的に行っています。そ
の際には、断水になることもありますので、ご理解
ご協力をお願いします。
水道の届出等について
水道について、こんなときには必ず事前に届け出を
お願いします。
・水道の使用を始めようとするとき
・長期間使用しないとき
・水道の使用をやめるとき
・転居をするとき
・使用者が変わったとき（死亡などにより名義人
が変わった場合も含む）

・用途（一般家庭用・官公署団体用・営業用など）
が変わったとき

検針について
　幌延町では、水道メーターの検針を委託していま
す。毎月１日から５日くらいの間に検針を行いますの
でご協力をお願いします。
　幌延簡易水道　～検針員　佐々木理佳さん
　問寒別簡易水道～検針員　和田克法さん
水道料金のお支払いについて
　水道料金の支払い忘れ等が多くあります。
　毎月お支払いいただく水道使用料は、支払い忘
れの防止のためにも、便利な口座振替をご利用くだ
さい。手続きは金融機関（稚内信金幌延支店・幌
延町農協・郵便局）で簡単に申し込みができます。

水道に関するお知らせ水道に関するお知らせ

自動車税の納期限は６月２日（月）です。
納期限までに納めましょう。

　自動車税の納期内納税は、北海道が取り組んで
いる様々な施策を進めるうえで欠かせないものです。
　納期内納税にご理解いただき、納期限までに納
税をお願いします。

○納期限までに納税をしないと年9.2%（納期限の
翌日から１ヶ月を経過する日までの期間は年
2.9%）の割合で延滞金がかかります。

○自動車税は次の場所で納税することができます。
・道内の金融機関、郵便局
・お近くの総合振興局（振興局）又は道税事務所
・コンビニエンスストア（サークルKサンクス、スパー、
セイコーマート、セブンイレブン、ファミリーマート、
ローソン）

【問い合わせ先】
　北海道宗谷総合振興局 地域政策部 税務課納税係
　〒097-8558 稚内市末広4丁目2-27
　電話：0162-33-2520（直通）

平成26年度自動車税の納税のお知らせ平成26年度自動車税の納税のお知らせ

＜参考＞平成25年度自動車税納期内納税率
北 海 道　70.75％
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　裁判所では、５月３日の憲法記念日を中心とした５月１日
から７日までを憲法週間と定めています。これは、憲法の
精神や司法の役割を国民の皆さんに理解していただくこ
とを目的とするものです。
　全国各地の裁判所では、例年この時期に、法廷等見学
ツアーや各種説明会などの憲法週間行事を積極的に行っ
ていますので、是非ご参加いただき、裁判所をより身近
に感じ、裁判所や裁判についての理解を深めていただけ
れば幸いです。
　各種行事については、裁判所ウェブサイトをご覧いた
だくか、最寄りの裁判所の総務課にお問い合わせください。
皆さんのご参加を心よりお待ちしております。
　裁判例情報、司法統計、見学・傍聴案内をはじめとす
る各 種 情 報 に つ い ては、裁 判 所ウェブ サイト
（http://www.courts.go.jp/）で、裁判員制度の詳し
い 情 報 に つ い ては、裁 判 員 制 度ウェブ サイト
（http://www.saibanin.courts.go.jp/）で、それぞれ
紹介していますので、是非、アクセスしてみてください。

憲法週間を迎えて憲法週間を迎えて

そのいっぽ　みらいにつづく　ゆめのみち
児童福祉週間　５月５日～１１日

　子どもたちが健やかに育つこと、これは社会の宝であ
る子どもたちに対する国民全体の願いであり、すべての
子どもが家庭や地域において、豊かな愛情に包まれながら、
夢と希望をもって未来の担い手として、個性豊かに、たく
ましく育っていけるような環境・社会を作っていくことが
重要です。
　こうした社会づくりを大人任せにするのではなく、どの
ような社会が理想なのか、子どもたちの一人一人がそれ
ぞれの意思で新しい未来をきづいて行こうとする取り組
みを進めていくこと、そして、それを応援する環境を整備
していくことも求められています。
　子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全
体で考えることを目的に、毎年５月５日の「こどもの日」
から１週間を「児童福祉週間」としています。

皆さんの身近な地域で子育てを支援します
「児童委員・主任児童委員」

　児童委員・主任児童委員は、皆さんの身近な地域の中で、
子どもや子育てをしている家庭への支援活動を行う地域
のボランティアです。
　主任児童委員は、民生委員の中から、厚生労働大臣
の指名を受け、子どもに関することを専門に担当する人で、
子どもの虐待や非行、いじめ、不登校などの問題が深刻
化するなか、市区町村や福祉事務所、児童相談所、保健所、
学校などの関係機関と連絡を密にし、区域を担当する民
生委員との連絡調整を行いながら活動しています。

◆幌延町主任児童委員
　濱下　恭子　　電話 ５－１７７４
　森崎　登代子　電話 ６－５３１７

その他、子ども全般の相談は
　　児童相談窓口　役場町民課保健福祉グループ（電
話5-1115　又は　告知端末5-8815）
　へ気軽にご相談ください。
※相談内容によっては、関係（専門）機関へ引き継ぎします。

児童福祉週間児童福祉週間

水質検査について
　幌延町では、安心・安全な水道水を提供するた
めに、毎月、水道水の水質検査を行っています。検
査結果は良好で、検査結果の詳細については、経
済課管理グループのカウンターで自由に閲覧できる
ようになっています。
　また、水道水の汚れを防止するために、水道管内
の掃除や水道管の更新を計画的に行っています。そ
の際には、断水になることもありますので、ご理解
ご協力をお願いします。
水道の届出等について
水道について、こんなときには必ず事前に届け出を
お願いします。
・水道の使用を始めようとするとき
・長期間使用しないとき
・水道の使用をやめるとき
・転居をするとき
・使用者が変わったとき（死亡などにより名義人
が変わった場合も含む）

・用途（一般家庭用・官公署団体用・営業用など）
が変わったとき

検針について
　幌延町では、水道メーターの検針を委託していま
す。毎月１日から５日くらいの間に検針を行いますの
でご協力をお願いします。
　幌延簡易水道　～検針員　佐々木理佳さん
　問寒別簡易水道～検針員　和田克法さん
水道料金のお支払いについて
　水道料金の支払い忘れ等が多くあります。
　毎月お支払いいただく水道使用料は、支払い忘
れの防止のためにも、便利な口座振替をご利用くだ
さい。手続きは金融機関（稚内信金幌延支店・幌
延町農協・郵便局）で簡単に申し込みができます。

水道に関するお知らせ水道に関するお知らせ

自動車税の納期限は６月２日（月）です。
納期限までに納めましょう。

　自動車税の納期内納税は、北海道が取り組んで
いる様々な施策を進めるうえで欠かせないものです。
　納期内納税にご理解いただき、納期限までに納
税をお願いします。

○納期限までに納税をしないと年9.2%（納期限の
翌日から１ヶ月を経過する日までの期間は年
2.9%）の割合で延滞金がかかります。
○自動車税は次の場所で納税することができます。
・道内の金融機関、郵便局
・お近くの総合振興局（振興局）又は道税事務所
・コンビニエンスストア（サークルKサンクス、スパー、
セイコーマート、セブンイレブン、ファミリーマート、
ローソン）

【問い合わせ先】
　北海道宗谷総合振興局 地域政策部 税務課納税係
　〒097-8558 稚内市末広4丁目2-27
　電話：0162-33-2520（直通）

平成26年度自動車税の納税のお知らせ平成26年度自動車税の納税のお知らせ

＜参考＞平成25年度自動車税納期内納税率
北 海 道　70.75％
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桜と生物の暦　～春の訪れ～桜と生物の暦　～春の訪れ～桜と生物の暦　～春の訪れ～

問い合わせ先　 稚内地方気象台防災指導係長（電話：0162-23-2679）
稚内地方気象台HP　　http:// www.jma-net.go.jp/wakkanai/

　日差しは日に日に強さを増し、気温もあがり、山に緑が芽吹く良い季節となりました。この時期の宗谷地方は、夏や秋に比べ
て降水量は少なく、太陽が一番多く顔を出す時期となります。
　このころになると、桜やタンポポなどが開花し、様々なもので春の訪れを感じることができます。気象台では「生物季節観測」
などの季節を感じる現象の観測も行っています。今月は稚内地方気象台が行っている季節現象の観測を紹介します。
生物季節観測
○うぐいすの初鳴日（稚内の平均　４月２９日）うぐいすがはじめて鳴いたのを聞いた日
○タンポポ開花（稚内の平均　５月９日）気象台の付近でタンポポが２～３輪咲いた日
○桜開花（稚内の平均　５月１４日）稚内公園のサクラの標本木で５～６輪以上咲いた日
○桜満開（稚内の平均　５月１７日）標本木で８０％以上の花が咲いた日
季節現象
○長期積雪の終日（稚内の平均　４月４日）冬の期間中に積もった雪が、長期間消えずに残っている状態を最後に観測した日。
○結氷終日（稚内の平均　４月２５日）水が凍るのを、最後に観測した日
○雪の終日（稚内の平均　５月２日）最後に雪が降った日
○霜の終日（稚内の平均　５月４日）最後に霜が降りた日（注意：霜柱とは違う）
　また、穏やかな気候である印象が強いこの時期ですが、川の近くの低地では思いがけず水害に見舞われることがあります。平
地ではすっかり消えてしまった雪も山にはまだ多く残っています。この雪が気温の上昇とともに解けて川に流れ込むことで、雨が
降らなくても川が増水するためです。気温が一気に上昇して雪融けが急速に進むような日には、場合によっては川が溢れてしまう
こともあります。
　「水」による災害から身を守るために、気象台のホームページなどで市町村ごとの警報・注意報を確認するようにしましょう。

　ここ数年、エゾシカ生息数の増加に伴い、牧草地での採食被
害が発生し、その防止対策を望む声が年々強まっています。また、
カラスやアライグマ等による配合飼料の盗食、ヒグマによるデン
トコーンの採食等も発生し、鳥獣による農業被害は減少していな
い傾向にあります。
　このような状況において、捕獲による個体数の減少はもとより、
生息数調査や関係機関による被害防止対策の検討等、総合的な
対策を講じる必要があることから、鳥獣による農林水産被害防止
のための特別措置に関する法律に基づき「幌延町鳥獣被害防止
計画」を策定しました。
　被害防止計画は、計画期間を平成２６年度から平成２８年度まで
の３年間としており、次のような内容となっております。
１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域
２．鳥獣による農林水産業等に係る被害防止に関する基本的な
方針

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項
４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止対策
に関する事項

５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生
じ、又は生じるおそれがある場合の対処に関する事項

６．被害防止施策の実施体制に関する事項
７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項
８．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項
　計画及び関係図面は経済課産業グループにおいて縦覧するこ
とができます。
　詳しくは経済課産業グループ農政担当まで、お問い合わせ下さ
い。

幌延町鳥獣被害防止計画を策定しました 幌延町まちづくり町民参加条例に基づく、
町民参加手続きの実施状況

及び実施予定について

幌延町まちづくり町民参加条例に基づく、
町民参加手続きの実施状況

及び実施予定について

幌延町まちづくり町民参加条例に基づく、
町民参加手続きの実施状況

及び実施予定について
　町では重要な政策や計画等に、町民皆さんの意見を反映さ
せるため、事前にその案を公表し、意見を募る「パブリックコ
メント手続き」を行っております。

平成２５年度に実施されたパブリックコメント手続きは、以下の
とおりです。
案　　件　　名 意見募集期間 結　　果 担当部署
第５次幌延町総合計画
後期基本計画原案

H26.2.24　　
　～H26.3.17

意見提出なし 総務課企画振興
グループ

現在実施中のパブリックコメント手続きは、以下のとおりです。
案　　件　　名 意見募集期間 担当部署

幌延町新型インフルエンザ
等対策行動計画（案）

H26.4.10　　　　
　　～H26.4.30

町民課保健センター

平成２６年度に予定しているパブリックコメント手続きは、以下
のとおりです。

案　　件　　名 意見募集時期（予定） 担当部署
幌延町備蓄品整備計画（案）
幌延町地域防災計画の変更
（案）

平成26年12月
平成26年12月

総務課総務グループ
総務課総務グループ

問い合わせ先 経済課産業グループ
電話 5-1116　告知端末機 5-8818

平成25年度平成25年度
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刈
等
の

活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
制
度
の
実
施
に
つ
き
ま

し
て
は
、
耕
作
放
棄
の
防
止
、

土
地
生
産
性
の
維
持
・
向
上
、

担
い
手
の
育
成
等
に
よ
り
地

域
農
業
へ
の
効
果
は
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
関
係
者
及
び
関
係
機
関

各
位
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
、
事
業
の
推
進
に
あ
た

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
25
年
度
に
お

け
る
交
付
金
の
交
付
対
象
面

積
は
６
，
２
０
０
ha
、
協
定

参
加
農
家
数
１
０
６
戸
、
交

付
金
総
額
は
７
４
，
４
１
０

千
円
と
な
っ
て
お
り
、
集
落

別
の
事
業
概
要
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

国費　37,205,237円

道費　18,602,618円

町費　18,602,623円

交付金の内訳
74,410,478円74,410,478円

交付金の内訳

▲
▲
▲

集落名

◎事業の概要

問寒別

開進

上幌延

北進

幌延

下沼南

下沼北

計

40

17

12

8

17

23

21

138

23,774,821

6,165,871

4,107,257

3,043,740

9,356,841

7,828,271

7,731,932

62,008,733

28,529,785

7,399,045

4,928,708

3,652,488

11,228,209

9,393,925

9,278,318

74,410,478

簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
乳質改善、牛舎等消毒作業の実施、集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
農地周辺林地の枝払い
（138戸は重複参加のため、実数は106戸）

取　　　組　　　内　　　容参加戸数
（戸）

対象面積
（㎡）

交付金額
（円）
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平成25年度平成25年度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

　
　
　
　
　

 

取
組
状
況
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

　
　
　
　
　

 

取
組
状
況
に
つ
い
て

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
に
つ
い
て
は
、
平
地
地

域
と
の
生
産
条
件
格
差
に
関

す
る
不
利
を
補
正
す
る
た
め
、

農
用
地
面
積
に
応
じ
た
交
付

金
を
交
付
し
、
担
い
手
の
育

成
等
に
よ
る
農
業
生
産
の
維

持
を
通
じ
て
、
耕
作
放
棄
の

防
止
と
農
業
の
持
つ
多
面
的

機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
１

期
対
策
（
平
成
12
年
度
〜
平

成
16
年
度
）、
第
２
期
対
策

（
平
成
17
年
度
〜
平
成
21
年

度
）
を
終
え
、
平
成
22
年
度

か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
を
計

画
期
間
と
し
て
定
め
た
第
３

期
対
策
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
集
落
内
で
の

協
議
に
よ
っ
て
定
め
た
集
落

の
将
来
像
へ
の
実
現
に
向
け
、

自
律
的
か
つ
継
続
的
な
農
業

生
産
活
動
や
農
地
管
理
を
図

る
取
組
が
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
草
地
の
簡

易
的
な
更
新
の
実
施
や
農

道
・
営
農
用
水
の
管
理
、
堆

肥
の
共
同
散
布
、
乳
質
改
善
、

牛
舎
等
の
消
毒
作
業
、
農
地

周
辺
林
地
の
枝
払
い
、
環
境

整
備
を
目
的
と
し
た
集
会
所

周
辺
へ
の
植
樹
や
草
刈
等
の

活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
制
度
の
実
施
に
つ
き
ま

し
て
は
、
耕
作
放
棄
の
防
止
、

土
地
生
産
性
の
維
持
・
向
上
、

担
い
手
の
育
成
等
に
よ
り
地

域
農
業
へ
の
効
果
は
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
関
係
者
及
び
関
係
機
関

各
位
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
、
事
業
の
推
進
に
あ
た

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
25
年
度
に
お

け
る
交
付
金
の
交
付
対
象
面

積
は
６
，
２
０
０
ha
、
協
定

参
加
農
家
数
１
０
６
戸
、
交

付
金
総
額
は
７
４
，
４
１
０

千
円
と
な
っ
て
お
り
、
集
落

別
の
事
業
概
要
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

国費　37,205,237円

道費　18,602,618円

町費　18,602,623円

交付金の内訳
74,410,478円74,410,478円

交付金の内訳

▲
▲
▲

集落名

◎事業の概要

問寒別

開進

上幌延

北進

幌延

下沼南

下沼北

計

40

17

12

8

17

23

21

138

23,774,821

6,165,871

4,107,257

3,043,740

9,356,841

7,828,271

7,731,932

62,008,733

28,529,785

7,399,045

4,928,708

3,652,488

11,228,209

9,393,925

9,278,318

74,410,478

簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
乳質改善、牛舎等消毒作業の実施、集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
農地周辺林地の枝払い
（138戸は重複参加のため、実数は106戸）

取　　　組　　　内　　　容参加戸数
（戸）

対象面積
（㎡）

交付金額
（円）
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申請月
▼

２４年 
３月 

２５年
７月 

２６年 
４月 

２６年 
６月 

これまで
 

       

平成２６年
４月から

 
 
 
 

  

２年１か月 

申請が可能な期間 

申請が可能な期間 

障害基礎年金受給権発生
▼

納付済 法定免除期間

免除に該当すると納付はできませんでした。（追納のみ可能でした）

障害基礎年金受給権発生
▼

納付申出始期
▼

納付済 法定免除期間 納付

納付申出始期前の期間は追納のみ可能。      申出により納付が可能。

平成２６年４月から年金機能強化法が施行され、
国民年金の保険料の取り扱いが次のとおり変わりました。

平成２６年４月から年金機能強化法が施行され、
国民年金の保険料の取り扱いが次のとおり変わりました。

平成２６年４月から年金機能強化法が施行され、
国民年金の保険料の取り扱いが次のとおり変わりました。

詳しくは、稚内年金事務所（電話0162-32-1941）または町民課保健福祉グループ（電話5－1115内線160、告知端末5-8815）にお問い合わせください。

　これまで、さかのぼって免除申請ができる期間は、申請時点の直前の７月（学生納付特例は４月）まででした。
　平成２６年４月からは過去２年（２年１か月前）までさかのぼって申請ができるようになりました。（学生納付特例
も同様です）

※ご注意ください
・免除申請が遅れると、万一の際に障害年金などを受け取れない場合がありますので、すみやかに申請してく

ださい。
・学生であった期間は、学生納付特例に限られます。
・免除は前年所得や失業などの状況に基づき審査を行いますので、承認されない場合があります。

※ご注意ください
・納付申出することができる期間は、平成２６年４月以降の期間です。

１．さかのぼって免除申請ができるようになりました

【例】免除・納付猶予の場合（平成２６年４月に申請する場合）

　これまでは、法定免除を受けている方が保険料を納めるときは、保険料の後払い（追納制度といい、加算金
が付く場合があります）のみ可能でした。
　平成２６年４月からは、法定免除期間のうちご本人が申出した期間は、国民年金保険料を通常どおり納付するこ
とができるようになりました。

２．法定免除期間の保険料が納付できるようになりました

　これまでは、付加保険料は納期限（翌月末）までに納めなければ、自動的に納めることができなくなる取扱い
でした。
　平成２６年４月からは、国民年金保険料と同様に、付加保険料も納期限から２年間納めることができるようにな
りました。
※ご注意ください

・付加年金は申し込みをした月からの加入となります。さかのぼって加入することはできません。
・国民年金保険料を納めていない月は付加保険料を納めることができません。
・国民年金基金に加入している方は付加年金に加入することができません。

３．付加保険料も２年間納付できるようになりました

【これまで】

【平成２６年４月から】

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

17

19

20

21

22

23

24

26

27

28

29

30

31

1

2

7

8

9

10

12

13

14

15

16

6

3

4

5

18

11

25

町民くらしのカレンダー　５月 （May）
注：保セ＝保健センター

５月

戸
籍
の
窓

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　  ご
ざ
い
ま
す
５月

◇
幌
延
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

（
香
典
返
し
の
一
部
）

粟
野
　
邦
明
さ
ん（
父
）幌
延
町

前
田
　
晴
男
さ
ん（
母
）旭
川
市

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

佐
藤

　
　翼 

く
　
ん（
父
勝
美
）宮
園
町

櫻
井

　穂
夢 

ち
ゃ
ん（
父
彰
孝
）栄
　
町

山
口

　紗
和 

ち
ゃ
ん（
父
公
一
）１
北
１

　★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

粟
野
　
邦
夫
さ
ん（
101
歳
）１
北
２

前
田
　
ち
よ
さ
ん（
91
歳
）字
問
寒
別

梶
浦
　
甲
子
さ
ん（
89
歳
）字
幌
延

つ
ば
さ

むわ
ほさ

こどもの日

振替休日

みどりの日

憲法記念日

すくすく健診　13：00～ （保セ）

５歳児健康相談　13：15～

【町立診療所】問寒別出張診療日

（保セ）

育児くらぶ　10：00～

明生会健康教室　13：30～

リトミック教室　10：30～

（保セ）

（上幌延生活改善センター）
（保セ）

もぐもぐスクール　10：00～

町内会長会議 13:30～

（保セ）

（役場）

幌延町消防団春季消防演習
サイレン吹鳴招集13:00 模擬火災15:30

厚生連巡回ドック　7：00～ （問生涯学習センター）

厚生連巡回ドック　7：00～ （保セ）

厚生連巡回ドック　7：00～ （保セ）
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町民くらしのカレンダー　５月 （May）
注：保セ＝保健センター

５月

戸
籍
の
窓

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　  ご
ざ
い
ま
す
５月

◇
幌
延
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

（
香
典
返
し
の
一
部
）

粟
野
　
邦
明
さ
ん（
父
）幌
延
町

前
田
　
晴
男
さ
ん（
母
）旭
川
市

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

佐
藤

　
　翼 

く
　
ん（
父
勝
美
）宮
園
町

櫻
井

　穂
夢 

ち
ゃ
ん（
父
彰
孝
）栄
　
町

山
口

　紗
和 

ち
ゃ
ん（
父
公
一
）１
北
１

　★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

粟
野
　
邦
夫
さ
ん（
101
歳
）１
北
２

前
田
　
ち
よ
さ
ん（
91
歳
）字
問
寒
別

梶
浦
　
甲
子
さ
ん（
89
歳
）字
幌
延

つ
ば
さ

むわ
ほさ

こどもの日

振替休日

みどりの日

憲法記念日

すくすく健診　13：00～ （保セ）

５歳児健康相談　13：15～

【町立診療所】問寒別出張診療日

（保セ）

育児くらぶ　10：00～

明生会健康教室　13：30～

リトミック教室　10：30～

（保セ）

（上幌延生活改善センター）
（保セ）

もぐもぐスクール　10：00～

町内会長会議 13:30～

（保セ）

（役場）

幌延町消防団春季消防演習
サイレン吹鳴招集13:00 模擬火災15:30

厚生連巡回ドック　7：00～ （問生涯学習センター）

厚生連巡回ドック　7：00～ （保セ）

厚生連巡回ドック　7：00～ （保セ）

23　◀ほろのべの窓　2014.5 月号



■
企
画
・
編
集
／
総
務
課
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ
☎
⑤
１
１
１
１（
２
２
３
）　
■
印
刷
／
株
式
会
社
須
田
製
版

■
幌
延
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w

.tow
n.horonobe.hokkaido.jp

w
ebm

aster@
tow

n.horonobe.hokkaido.jp

■
平
成
26
年
5
月
　
■
発
行
／
天
塩
郡
幌
延
町

（平成26年3月
　　 末日現在）
※（　）内は前月比

男
女
計

世帯数

（－13）
（－11）
（－24）

（－６）

1,282
1,243
2,525
1,280

■「
ほ
ろ
の
べ
の
窓
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
号
か
ら
広
報
誌
を
担

当
し
ま
す
総
務
課
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ
の
岩
田

で
す
。
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
さ
て
、
新
年
度
を
迎
え
て
ひ
と
月
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
の
表
紙
は
小
学
校

の
新
入
生
。
本
格
的
な
勉
強
の
始
ま
り
で
す
。

好
奇
心
を
持
っ
て
あ
ら
ゆ
る
経
験
を
積
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
進
学
や
進
級
、

就
職
な
ど
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
慣

れ
な
い
生
活
に
戸
惑
い
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
い
ち
早
く
新
生
活
に
慣
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
よ
う
や
く
春
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。『
雪
が
解
け
て
は
降
り
』
を

繰
り
返
し
て
い
た
空
模
様
も
、
ぽ
か
ぽ
か
の
日

差
し
が
多
く
な
り
、よ
う
や
く
草
地
に
緑
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

■
今
月
号
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、Ｇ
Ｗ
に
突

入
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
も
う
予
定
を
立
て
ま

し
た
か
？
こ
こ
数
年
の
Ｇ
Ｗ
は
天
気
が
あ
ま
り

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
雨
で
路
面
が
大
変
滑
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車

で
お
出
掛
け
の
際
は
、
安
全
運
転
で
お
願
い
し

ま
す
。

■
新
生
活
で
溜
ま
っ
た
疲
れ
は
、Ｇ
Ｗ
に
す
べ
て

吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

【
総
務
課
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ
】

総務課企画振興グループ 電話 5-1111
　　　　告知端末機 5-8812

【内線】222・223・224

日本海とオトンルイ風力発電所 カワウ

　
好
奇
心
旺
盛
な
海
翔
。
兄
ち
ゃ
ん
達

を
見
て
、
毎
日
何
を
し
よ
う
か
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
大
好
き
！

ハ
イ
ハ
イ
や
つ
か
ま
り
立
ち
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
滑
り
台
に
登
る
こ
と
が
マ
イ

ブ
ー
ム
。

　
わ
ん
ぱ
く
な
我
が
家
の
王
子
様
で
す
。

く
　
ん

髙 

城
　海 

翔

(

平
成
25
年
8
月
14
日
生
・
字
下
沼)

お
父
さ
ん
　
　
春
　
彦
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
　
織
　
　
さ
ん

た
か

ぎ

か
い

と

　告知端末機「知らせますケン」は、通常

の行政情報だけではなく、緊急の避難警報

など重要なお知らせを放送することがあり

ます。

　電源は必ず入れて、１日１回は視聴するよ

うお願いします。

「知らせますケン」「知らせますケン」「知らせますケン」

告知端末機

の視聴についてのお願い！

撮影者／鎌田米二郎さん
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